
日
本
信
用
体
系
に
括
け
る

国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割

そ
の
　
、

従
属
化
・
軍
事
化
の
資
金
的
中
枢
と
し
て
の
目
本
開
発
銀
行
－
－

Ｊ
、
序

皿
、
目
本
信
用
体
系
の
特
徴

１
、
戦
後
設
備
信
用
に
占
め
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位

ｗ
、
開
発
銀
行
設
立
の
必
要
性
と
そ
の
使
命

Ｖ
、
開
発
銀
行
貸
付
賓
金
の
固
民
的
性
格

珊
、
開
発
銀
行
融
賛
の
軍
事
的
独
占
賓
本
的
性
格

Ｗ
、
開
発
銀
行
に
よ
る
従
属
的
軍
事
的
資
本
の
導
入

珊
、
開
発
銀
行
と
民
間
銀
行
と
の
対
立
わ
よ
び
オ
ー
バ
ー
・

ｘ
、
開
発
銀
行
融
資
と
汚
職

Ｘ
、
結
語

ロ
ー
ン
解
消
策

武
　
　
藤

守

１
．
序

わ
が
国
の
信
用
休
系
に
お
い
て
、
国
家
的
貸
付
資
本
は
極
め
て
大
き
な
比
重
を
占
め
、

　
　
日
本
信
用
体
系
に
お
け
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割

頗
る
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
一
七
（
二
四
五
）
・

（
れ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
二
四
六
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

は
敗
戦
後
に
お
け
る
特
殊
性
で
は
な
－
・
戦
前
か
ら
、
否
資
本
主
譲
立
の
当
初
か
ら
そ
う
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
目
本
資

本
主
義
の
成
立
発
展
に
わ
け
る
特
殊
性
の
信
用
体
系
へ
の
反
映
と
し
て
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
特
徴
で
あ
る
。

戦
後
に
お
い
て
は
・
誰
に
よ
る
果
乗
主
義
の
了
メ
ー
力
帝
里
義
へ
の
従
属
化
の
中
で
、
信
用
体
系
は
従
属
化
政
策
の
キ

ィ
．
ポ
ニ
ト
と
し
て
了
メ
ユ
に
掌
握
さ
れ
・
そ
の
一
思
味
に
わ
い
て
特
に
国
家
的
貸
付
乗
が
極
め
て
大
き
な
役
割
を
課
せ
ら
れ

・
そ
れ
を
隻
に
実
行
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
従
属
的
警
菜
・
の
強
化
で
あ
り
、
従
属
的
軍
事
経
済
へ
の
推
進
で
あ
り
、
従
属
的

再
軍
備
体
制
へ
の
強
行
で
あ
る
。
目
銀
・
復
金
・
見
器
金
そ
の
他
の
国
家
的
貸
付
乗
は
、
そ
の
実
行
鰭
で
あ
つ
．
た
。

　
五
〇
年
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
伴
う
特
需
に
よ
る
日
本
経
済
の
急
遠
な
る
軍
事
化
の
中
で
、
軍
需
産
業
の
育
成
と
拡
大
の
た
め
に
、

薪
し
い
構
想
の
下
に
国
誘
貸
付
筆
が
大
規
模
に
動
員
さ
れ
る
必
要
に
追
ら
れ
た
。
か
く
し
て
目
本
開
発
銀
行
が
裂
さ
れ
る
に

至
つ
た
の
で
あ
り
・
そ
れ
以
来
こ
れ
を
通
じ
て
美
な
国
家
的
貸
付
乗
が
軍
需
独
占
産
業
に
注
入
さ
れ
、
し
か
も
低
利
．
利
子
補

給
．
利
子
猶
予
．
元
奮
遺
猶
予
な
ど
の
特
蒐
一
を
利
用
し
て
、
少
数
軍
需
独
占
企
業
に
巨
額
の
利
潤
を
確
保
し
た
の
で
あ
つ
た
。
こ

の
開
警
金
の
特
典
の
故
に
・
そ
の
獲
得
を
め
ぐ
一
て
腐
敗
ガ
生
じ
、
最
近
頻
発
し
つ
つ
あ
る
疑
獄
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
造
船

疑
獄
に
見
ら
れ
る
如
く
、
疑
獄
台
風
の
眼
は
開
発
銀
行
に
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。

今
後
Ｍ
Ｓ
Ａ
再
軍
備
休
制
の
進
め
ら
れ
る
史
じ
・
開
発
銀
行
を
通
じ
て
、
国
民
を
窪
と
筆
、
に
陪
れ
つ
つ
あ
る
税
金
が
、
少
数

の
軍
需
独
占
栗
に
益
・
注
入
さ
れ
る
こ
と
で
あ
今
つ
。
そ
れ
は
政
治
の
箆
書
た
ら
し
、
経
済
を
軍
事
化
せ
し
め
、
少
数
の
軍

需
独
占
乗
に
巨
大
な
利
潤
を
与
え
・
国
民
を
破
産
と
窮
乏
に
陥
れ
る
こ
と
で
あ
宝
。
開
発
銀
行
は
今
驚
、
「
死
の
商
人
一
た

ち
に
対
す
る
資
金
供
給
者
と
し
て
大
き
な
役
割
藁
す
こ
と
で
あ
雪
。
開
発
銀
行
を
、
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
の
が
小

論
の
目
標
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
皿
、
目
本
信
用
体
系
の
特
徴

信
用
体
制
は
、
そ
の
国
の
乗
主
義
の
特
殊
性
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
・
呆
資
本
主
義
の
後

進
性
－
封
建
性
は
遂
に
克
服
さ
れ
得
な
か
つ
た
の
で
君
、
呆
信
用
体
制
も
一
貫
し
て
こ
の
規
定
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
得
な
か

つ
た
。
そ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
特
徴
が
現
わ
れ
た
。

ｏ
。
信
用
体
制
の
保
警
成
－
黒
的
銀
行
乗
の
比
重
大
。
維
薪
政
府
が
政
権
を
獲
得
し
た
時
に
は
乗
主
義
的
産
業
は
極
め

て
微
弱
で
あ
－
、
早
急
に
こ
れ
亨
三
言
輸
入
し
育
成
ポ
け
れ
ば
な
ら
な
か
一
た
・
信
用
体
制
に
一
い
て
ポ
様
で
あ

つ
て
、
早
急
に
近
代
的
信
用
体
制
を
輸
入
し
百
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
一
た
。
為
替
会
杜
一
一
八
七
・
年
一
・
国
立
警
一
一
八
七
三

年
以
降
一
の
霊
に
当
つ
て
政
府
が
如
何
に
保
護
と
奨
励
を
与
え
て
そ
の
設
立
に
努
力
し
た
こ
と
な
横
窒
金
銀
行
一
一
八
七
九
年
一

の
設
立
に
当
つ
て
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
呆
銀
行
一
一
八
八
二
年
一
は
「
金
融
養
に
す
る
事
一
「
銀
行
諾
会
奪
の
．
資
力
を
拡
張

す
る
事
一
一
一
胃
本
銀
行
設
立
趣
旨
の
説
明
・
一
青
的
と
し
た
特
権
的
申
央
銀
行
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
…
呆
菓
．
主
義

の
確
立
と
と
も
に
、
菱
金
融
麓
と
し
て
焦
県
に
農
工
銀
行
一
二
八
九
七
年
上
九
・
・
年
一
が
・
不
動
産
抵
当
銀
行
と
し
て
呆

黎
銀
行
が
一
一
八
九
七
年
一
、
工
業
金
融
麓
と
し
て
呆
興
業
銀
行
一
一
九
・
二
年
一
ガ
・
さ
ら
に
驚
地
銀
行
と
し
て
・
台
湾
銀
行

一
一
八
九
七
年
一
、
北
海
道
拓
植
銀
行
一
一
八
九
九
年
一
、
朝
鮮
銀
行
一
一
九
二
年
一
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
権
的
票
的
銀
行
と
し
て
霊

さ
れ
た
。

嚢
ろ
ん
呆
乗
義
の
菱
と
と
も
に
、
民
間
金
融
機
関
も
発
嚢
備
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
・
た
と
え
ば
銀
行
数
一
普
通

銀
行
と
貯
蓄
銀
行
一
は
一
九
・
一
年
に
は
二
三
八
五
行
の
姦
に
上
つ
た
が
、
多
く
は
基
霧
弱
で
あ
つ
て
工
述
の
特
権
的
国
姦

　
　
　
日
本
信
用
体
蒼
淳
る
国
家
的
貸
付
菓
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
一
九
一
二
四
七
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
二
四
八
）
」

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
三
号
）

行
に
比
す
べ
く
も
な
か
っ
た
・
少
数
の
儘
銀
行
は
鵠
銀
行
と
し
て
巨
大
に
発
展
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
特
権
的
国
家
銀
行
と
一
体

的
な
も
の
と
し
て
で
あ
つ
た
全
次
大
婆
の
相
対
的
安
定
と
穣
期
に
お
け
る
特
権
的
国
姦
行
の
果
し
た
役
割
、
特
に
一
九

一
二
年
以
来
の
撃
中
に
果
し
た
役
割
寛
る
時
、
日
本
信
用
鳩
に
わ
け
る
国
竈
銀
行
笑
．
の
大
き
な
役
割
は
極
め
て
高
く
評

価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
銀
行
菜
と
嚢
乗
と
の
不
均
街
的
発
展
。
果
信
用
体
制
が
、
ヨ
、
一
ツ
パ
を
模
倣
し
、
政
府
に
よ
つ
て
輸
入
し
移
植

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
・
そ
の
基
盤
で
あ
る
産
業
資
箏
と
極
め
て
不
均
衡
に
過
大
に
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に

「
一
面
に
お
い
て
は
信
用
体
制
に
よ
つ
て
動
員
し
得
べ
き
貨
幣
票
の
不
足
に
つ
ね
に
制
約
さ
れ
、
他
面
で
は
半
封
建
的
搾
取
地
盤

の
上
に
立
つ
地
方
的
高
利
貸
乗
と
の
融
合
姦
け
得
な
か
つ
た
一
（
、
日
本
資
本
義
庫
二
四
、
一
八
一
頁
）
。
さ
長
そ
の
た
め

に
信
用
体
制
は
権
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
一
た
。
初
期
の
為
替
会
杜
・
国
立
銀
行
．
私
立
銀
行
の
菜
は
、
多
く
は
封
藷
高

利
貸
案
の
転
生
し
た
も
の
で
あ
つ
た
・
ま
た
為
ぎ
杜
・
国
立
銀
行
は
預
金
少
な
－
、
そ
の
資
金
の
大
部
分
を
銀
行
券
の
発
行
と

政
嚢
金
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
・
参
・
事
惜
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
筆
主
義
の
震
に
よ
っ
て
も
解
消
さ
れ
ず
、
特

に
長
期
纂
の
不
足
に
悩
み
・
そ
の
供
給
喬
的
と
し
て
設
立
さ
れ
褒
工
箒
．
勧
叢
行
．
筆
銀
行
は
い
ず
れ
も
債
券
発
行

の
特
権
を
附
与
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
資
金
を
吸
収
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

貨
幣
乗
の
不
足
と
い
う
果
信
用
体
制
の
弱
さ
に
よ
っ
て
、
財
政
は
絶
え
ず
イ
ソ
フ
レ
、
．
シ
コ
ソ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

明
治
初
期
の
イ
ソ
一
で
シ
ニ
は
・
明
治
政
府
の
必
要
と
す
る
財
政
資
金
を
信
用
体
制
に
よ
っ
て
賄
い
得
ず
、
紙
幣
の
増
発
も
止

む
を
得
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
満
洲
萎
以
後
に
わ
け
る
実
な
軍
青
政
資
金
は
、
日
銀
に
よ
る
紙
幣
増
発
に
依
存
せ
ざ
る
を

得
な
か
つ
た
；
れ
が
掌
の
簑
に
つ
れ
て
ど
の
レ
言
な
結
果
言
ト
、
ら
し
た
か
は
、
こ
、
一
で
の
直
挟
の
間
題
で
は
な
い
。



　
貨
幣
資
本
の
不
足
と
い
う
巨
本
信
用
体
制
の
弱
さ
は
、
当
初
か
ら
し
て
外
国
資
本
の
輸
入
を
必
要
と
し
た
。
す
で
に
一
八
七
〇
年

（
明
治
三
年
）
に
は
、
運
輸
殖
産
振
興
の
た
め
四
八
八
万
円
の
九
分
利
付
外
国
公
債
を
発
行
し
、
さ
ら
に
一
八
七
三
年
に
は
秩
藤
奉
還

者
の
就
業
資
金
調
達
の
た
め
一
一
七
一
万
二
千
円
の
七
分
利
付
外
国
公
債
を
発
行
し
て
い
る
。
日
露
戦
争
の
戦
費
の
約
半
額
は
外
債

に
よ
つ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
九
〇
四
年
に
は
二
回
に
わ
た
る
六
分
利
付
英
貨
公
債
（
一
〇
〇
〇
万
酵
と
一
億
二
千
万
酵
）
、

さ
ら
に
翌
年
に
も
二
回
に
わ
た
る
四
分
半
利
付
英
貨
公
債
（
三
〇
〇
〇
万
酵
と
二
一
〇
〇
万
酵
）
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
電
力
会
社

を
主
と
す
る
民
間
会
杜
が
盛
ん
に
外
資
を
導
入
し
た
。
巨
本
資
本
主
義
は
、
一
方
に
お
い
て
外
資
を
導
入
す
る
と
同
時
に
、
他
方
に

お
い
て
台
湾
・
朝
鮮
・
満
洲
そ
の
他
に
資
本
を
輸
串
し
た
。
然
し
そ
れ
は
巨
本
信
用
体
制
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

　
卿
　
銀
行
資
本
の
権
力
的
な
合
同
政
策
と
財
閥
的
大
銀
行
資
本
の
彩
成
。
資
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
銀
行
業
も
発
展
し
、
一
九

〇
一
年
に
は
三
二
八
五
行
の
多
数
に
上
つ
た
が
、
大
部
分
は
極
め
て
小
資
本
の
基
礎
薄
弱
な
も
の
で
あ
つ
た
。
政
府
は
銀
行
業
の
育

成
の
た
め
に
合
同
集
中
政
策
を
採
る
こ
と
と
な
り
、
権
力
的
に
勧
奨
し
た
。
同
時
に
他
方
、
明
治
政
府
と
結
托
し
た
三
井
・
三
菱
・

住
友
な
ど
は
財
閥
的
大
資
本
と
し
て
成
長
し
、
そ
の
一
翼
と
し
て
の
三
井
・
三
菱
・
住
友
な
ど
の
諸
銀
行
は
、
他
を
圧
倒
す
る
地
位

を
確
立
す
る
に
至
っ
た
。

　
特
に
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
を
契
機
と
し
て
制
定
さ
れ
た
銀
行
法
に
よ
つ
て
最
低
資
本
金
額
が
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
一
府
県
一
行

主
義
と
な
つ
て
銀
行
数
は
急
遠
に
滅
少
し
た
。
各
府
県
農
工
銀
行
も
権
力
的
に
日
本
勧
業
銀
行
に
合
併
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
か
く
し

て
銀
行
数
は
終
戦
の
昭
和
二
十
年
末
に
は
僅
か
に
六
八
行
を
残
す
の
み
で
あ
つ
た
。
そ
の
間
、
財
閥
銀
行
の
地
位
は
絶
対
的
に
も
相

対
的
に
も
向
上
し
、
少
数
の
財
閥
銀
行
に
よ
つ
て
、
預
金
・
貸
出
・
国
債
保
有
高
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
い
て
圧
倒
的
地
位
を
確

立
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
終
戦
後
も
何
等
変
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
国
家
的
銀
行
資
本
と
結
托
し
、
地
方
銀
行
を
従
属
化
す

　
　
　
目
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
二
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
…
巻
・
第
…
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
１
（
二
五
〇
）

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
よ
り
大
き
な
独
占
的
地
位
を
占
め
つ
つ
あ
る
。

　
↑
ｏ
　
貸
付
資
本
の
権
力
的
統
制
。
貸
付
資
本
の
貧
困
の
た
め
に
、
そ
の
配
分
が
権
力
的
に
統
制
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
行
政

的
措
置
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
日
支
事
変
の
一
九
三
七
年
に
は
臨
時
資
金
調
整
法
が
制
定
さ
れ
、
法
的
に
貸
付
資
本
を
調
整
し
、

戦
時
体
制
の
要
求
す
る
資
金
需
要
に
応
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
と
な
っ
て
一
九
四
二
年
に
は
戦
時
金
融
金
塵
法
が
制
定

さ
れ
、
尤
大
な
軍
需
産
業
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
一
九
四
五
年
敗
戦
と
な
り
、
同
時
に
八
月
に
は
大
蔵
省
は
産
業
資
金
融
通
方
針
を
決
定
し
、
ま
た
臨
時
資
金
調
整
法
に
基
づ
き
事

業
資
金
調
整
暫
定
基
準
を
決
定
し
た
。
四
六
年
二
月
に
は
金
融
緊
急
措
置
令
を
実
施
し
、
三
月
に
は
そ
れ
に
伴
う
事
業
資
金
抑
制
に

関
す
る
準
則
細
目
が
発
表
さ
れ
、
ま
た
金
融
機
関
資
金
融
通
制
限
令
が
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
復
金
．
見
返
資
金
．
開
発
銀
行
そ
の

他
の
国
家
的
銀
行
・
各
種
の
公
庫
に
よ
つ
て
、
資
金
が
権
力
的
に
統
制
配
分
さ
れ
た
。

　
伺
　
信
用
体
制
の
従
属
化
。
日
本
資
本
主
義
の
後
進
性
Ｈ
脆
弱
性
に
よ
り
、
信
用
体
制
も
そ
の
当
初
か
ら
英
米
に
従
属
し
完
全
な

独
自
性
を
も
ち
得
た
こ
と
は
な
か
つ
た
が
、
敗
戦
に
よ
っ
て
完
全
に
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
従
属
す
る
に
至
っ
た
。
　
「
い
か
に
ア
メ

リ
カ
帝
国
主
義
で
も
、
侵
略
戦
争
の
基
地
と
し
て
の
日
本
が
な
い
限
り
、
日
本
の
反
動
的
支
配
者
た
ち
の
支
持
と
援
助
が
な
い
眼
り
、

ま
た
日
本
の
大
き
な
ん
力
を
侵
略
戦
争
に
奉
仕
さ
せ
た
り
肉
弾
と
し
て
使
わ
な
い
限
り
、
極
東
で
大
規
模
な
侵
略
戦
争
を
起
す
こ
と

は
不
可
能
」
　
（
劉
少
奇
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
独
占
資
本
に
と
つ
て
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
保
護
と
援
助
な
し
に
は
自
ら
の

支
配
的
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
は
目
本
経
済
従
属
化
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
た
が
、
日
本
の
信
用
体
制
を
支
配
す
る
こ
と
が
有

力
な
手
段
と
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
目
銀
を
は
じ
め
特
殊
銀
行
や
財
閥
銀
行
を
支
配
し
、
復
金
．
貿
易
特
別
会
計
．
見
返
資
金
を
掌



握
し
、
開
発
銀
行
そ
の
他
の
国
家
銀
行
を
動
員
し
て
、
資
金
面
か
ら
目
本
経
済
の
従
属
化
・
軍
事
化
を
推
進
し
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
「
見
返
資
金
を
財
政
投
資
の
中
枢
に
据
え
て
、
国
民
大
衆
の
血
と
汗
の
結
昌
で
あ
る
国
の
予
算
を
大
砲
製
造
の
資
本
に
転
化
し

て
い
る
。
見
返
資
金
か
ら
の
投
資
は
い
ち
い
ち
占
領
軍
の
審
査
を
へ
た
上
で
な
け
れ
ば
出
来
ず
、
こ
の
運
用
を
通
じ
て
目
本
の
財
政

経
済
の
動
脈
を
や
す
や
す
と
に
ぎ
つ
た
」
の
で
あ
る
百
本
資
本
主
義
講
座
」
四
、
一
八
七
頁
）
。
こ
の
見
返
資
金
を
受
け
継
ぎ
、
金
融

面
か
ら
巨
本
の
従
属
化
軍
事
化
を
促
進
す
る
役
割
を
荷
わ
さ
れ
て
い
る
主
要
な
る
も
の
が
日
本
開
発
銀
行
で
あ
る
。

皿
、

戦
後
設
備
信
用
に
占
め
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位

　
○
　
戦
後
の
設
備
資
金
の
需
要
増
大
。
わ
が
国
信
用
体
制
に
お
い
て
国
家
的
貸
付
資
本
の
比
重
が
大
き
か
つ
た
こ
と
は
、
戦
前
戦

後
を
通
じ
て
一
貫
し
た
性
格
で
あ
り
、
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
従
属
化
の
申
で
国
家
的
貸
付
資
本
が
そ
の
重
大
な
役
割
を
果
し
て
来

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
国
宗
的
貸
付
資
本
の
う
ち
で
も
、
現
在
は
開
発
銀
行
が
そ
の
主
役
を
な
し
つ
っ
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
こ

こ
で
の
問
題
で
あ
る
。

　
終
戦
直
後
の
混
乱
の
中
で
、
資
本
は
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
と
生
産
サ
ボ
と
に
よ
つ
て
価
値
の
温
存
を
図
る
こ
と
に
吸
表
と
し
、
設

備
資
金
の
需
要
は
殊
ん
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
。
四
七
年
の
二
・
一
ス
ト
に
対
す
る
マ
司
令
官
の
弾
圧
に
よ
つ
て
、
資
本
は
蘇
生
の
思

い
を
し
、
そ
の
後
引
統
く
労
働
運
動
に
対
す
る
弾
圧
に
よ
つ
て
、
資
本
は
ア
メ
リ
カ
権
力
の
保
護
の
下
に
、
吉
田
・
片
山
・
芦
田
・

吉
田
内
閤
に
よ
る
資
本
擁
護
政
策
の
下
に
生
産
を
再
開
し
、
剰
余
価
値
の
収
奪
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
産
業
設
備
資
金
の
需
要
は

四
八
年
一
一
一
七
億
、
四
九
年
二
二
八
一
億
円
と
除
々
に
増
加
し
、
五
〇
年
朝
鮮
事
変
の
勃
発
に
よ
る
特
需
増
大
に
よ
つ
て
二
二
三

三
億
円
と
な
り
、
五
一
年
に
は
一
挙
に
四
五
二
〇
億
円
に
飛
躍
し
、
そ
れ
以
後
は
遠
度
が
鈍
化
し
て
五
二
年
は
五
一
五
〇
億
円
、
五

　
　
　
目
本
信
用
体
系
に
お
け
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’
　
　
　
　
二
三
（
二
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

三
年
は
六
二
二
〇
億
円
見
込
と
な
つ
た
。

　
の
　
産
業
設
備
資
金
の
う
ち
の
自
己
資
金
と
借
入
資
金
。

金資入倦と金資已自の中金資傭設

計金資入借

７１１１６４８

金
円
７
１

資
億
２

已自
　
　
年

　
　
４
８

１８３，１９９６

９
一

８６年
４
９

３３２２

り
＾－

ｂ
１，１

ｏ
＾

８０１年
５
０

０２５４
・
４

９
［
イ

，１３

、
、
一

７ｚ年
５
１

０５１５５０

９
一

●２５

１
弍

９，２年
５
２

０３１
６
　
　
　
）

　
　
７

　
　
２

　
　
２

０
８
　
　
　
９

６
　
　
　
２

２　
　
ト

　
　
ス

ｎ
）
　
　
　
　
、
く

４
５
　
、
ノ

み
　
　
　
コ

込
、
↑

見年
５
３

■

二
四
（
二
五
二
）

　
　
　
　
こ
の
年
々
増
大
す
る
設
備
資
金
が
如
何
に
し
て
賄
わ
れ
た
か
。
元
来
、

設
備
資
金
は
、
そ
の
大
部
分
が
自
己
資
金
と
し
て
賄
わ
れ
る
の
が
常
態
で
あ
る
の

で
あ
る
が
、
敗
戦
後
三
年
目
の
四
八
年
に
は
一
一
一
七
億
円
の
設
備
資
金
中
、
自

己
資
金
は
四
分
の
一
に
も
満
た
な
い
二
七
一
億
円
に
過
ぎ
ず
、
八
四
六
億
円
が
借

入
資
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
四
九
年
、
五
〇
年
に
な
つ
て
両
者
は
相
半
し
、
そ
れ

以
後
は
次
第
に
自
己
資
金
の
比
重
が
大
と
な
つ
て
来
た
が
、
な
お
正
常
の
状
態
に

戻
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、
設
備
資
金
中
に
占
め
る
借
入
資
金
の
比
重
が
正
常
状
態

に
較
べ
て
高
過
ぎ
た
。

　
側
　
借
入
設
備
資
金
の
う
ち
政
府
資
金
と
民
間
資
金
。
次
は
こ
の
産
業
設
備
資

金
の
中
の
借
入
資
金
が
ど
こ
か
ら
賄
わ
れ
た
か
と
い
う
間
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
借

入
産
業
設
備
資
金
に
お
い
て
国
家
資
金
が
極
め
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
見
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
八
年
の
借

入
産
業
設
備
資
金
八
四
六
億
円
の
中
六
八
四
億
円
が
政
府
資
金
で
あ
つ
て
、
僅
か
に
ニ
ハ
一
億
円
が
民
間
資
金
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

は
国
家
資
金
と
し
て
の
復
興
金
融
金
庫
か
ら
放
慢
に
貸
出
が
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
四
九
年
は
ド
ツ
ジ
・
ラ
ィ
ソ
の
た
め
に
復

金
の
貸
出
停
止
に
よ
つ
て
、
国
家
資
金
は
前
年
の
六
八
四
億
円
か
ら
二
一
〇
億
円
へ
と
大
巾
に
減
少
し
、
そ
の
結
果
民
問
資
金
は
増

加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
入
産
業
設
備
資
金
の
合
計
は
前
年
の
八
四
六
億
円
か
ら
六
九
九
億
円
へ
と
滅
少
し
た
。
朝
鮮
事
変
勃

発
の
五
〇
年
に
は
借
入
産
業
設
備
資
金
は
急
激
に
増
大
し
た
が
、
国
家
資
金
は
増
大
せ
ず
民
間
資
金
に
よ
っ
て
大
部
分
が
賄
わ
れ
た
。



金資間民と金資府政の中金資傭設業産入借）在現月９牢
５
３（泉源の金資入借期長

計

５４８

金
６
１

資
　
－

問民

金
円
８
４

資
億
６

府政
　
　
年

　
　
４
８

９９６９８４０１２年
４
９

１５１，１６

〇
一

９５２２年
５
０

７９７，１２７０，１５２７年
５
１

５０２，２５９１，１０１０，１年
５
２

０８６，２０４３，１０４３Ｌ込見年
５
３

）
●

７２
●

２●

９２■ス
、
くノコ

エ（

五
一
年
に
は
開
発
銀
行
が
活
動
を
始
め
て
大
量
的
に
設
傭
資
金
を
供
給
し
、
五
二

年
、
五
三
年
と
も
借
入
産
業
設
備
資
金
の
半
額
た
る
千
億
円
以
上
を
供
給
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
尤
大
な
国
家
的
設
備
資
金
は
軍
需
独
占
産
業
に
供
給
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
つ
て
わ
が
国
経
済
は
急
遠
に
従
属
化
軍
事
化
の
方
向
を
辿
り
始
め
た
の
で

あ
る
。
こ
の
事
実
は
次
第
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
借
入
設
備
資
金
の
う
ち
国
家
資
金
が
極
め
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と

は
、
次
の
如
き
数
字
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」

（
二
九
年
三
月
二
二
月
号
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
三
年
九
月
末
に
お
け
る
長
期
資
金

八
三
七
億
円
の
う
ち
三
八
二
億
円
が
国
家
資
金
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
、
そ
れ
は
総

　
　
１
６

％
　
４
５

金
円

資
万

入
百
６
９

借
　
。
川

期
　
３
６

長
　
　
金

　
　
資

　
　
家

　
国

３●

９３４９２，
３
１行銀別特旧

１●０１６７４’８
一
丁

’
ｆ

銀大一十

行銀方地

３●２７００，２行銀託信

８●１１９５，１社会険保

社会券証

５●１１８

９
一

，１他のそ

４９７，３８計

）３１
●３●

９２，トス
、
くノコヱ（

日
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割

額
の
四
五
・
六
％
に
当
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
旧
特
別
銀
行
は
三
二
一

億
（
三
九
．
三
％
）
を
占
め
、
合
計
す
れ
ぱ
実
に
八
四
・
九
％
が
占
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
十
一
大
銀
行
と
い
え
ど
も
八
四
億

円
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
比
率
は
僅
か
に
一
〇
・
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
傾
向
は
、
多
少
の
相
違
は
あ
る
と
し
て
も
、
同
様
の
こ
と
が

「
肩
本
資
本
主
義
講
座
」
の
数
字
に
よ
つ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
数
字
に
わ
い
て
も
、
設
傭
資
金
供
給
の
申
で
国
家
資
金
の
占
め
る

比
重
は
朝
鮮
事
変
を
契
機
に
し
て
非
常
に
異
つ
て
来
た
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
二
…
三
）
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沖
二
蜥
蝸
帥
…
…

ｊ
蝸
鴛
薫
叩

魑
一
仁
舳
竈
饒
…

紗
一
醐
丁
鴛
竈
洲

家
一掴

一
「
螂
”
”
蝸
ｕ
阯

げ
一
芒
・
・
　
　
…
”

竿
蝸
丁
岬
鴛
ぶ

供
一

金
．資傭設

一
丁
篶
一
“
僻

金資府政

式
債

株
社

出貸関機融金
一
Ｔｆ銀

計
．

内

）頁
７
７

２
．

４
，

座講義主本資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
二
五
四
）

事
変
前
は
二
二
・
四
彩
で
あ
つ
た
の
が
、
事
変
後
は
一
挙
三
一
・
九
劣
を
占
め

る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
は
多
少
滅
少
傾
向
を
示
し
、
五
三
年
は
二
六
・
五
％
に

な
つ
た
。
然
し
Ｍ
Ｓ
Ａ
軍
備
体
制
の
軌
道
化
と
と
も
に
今
後
増
大
す
る
こ
と
は

あ
り
得
て
も
減
少
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。

↑
Ｄ
　
各
産
業
部
門
に
お
け
る
国
家
資
金
の
地
位
。
以
上
に
お
い
て
、
戦
後
の

）在現月９年
５
３（金資家国るめ占に金資入

北
日

五
－

期長ｕ

［
一
つ

業産

　
％

・
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蝸
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産
業
資
金
の
需
要
が
如
何
に
多
く
借
入
資
金
に
依
存
し
て
い
る
か
、
特
に
設
備
資
金
に
お
い
て
甚
し
い
か
、
さ
ら
に
そ
の
設
傭
借
入

資
金
の
う
ち
如
何
に
多
く
国
家
資
金
に
依
存
し
て
い
る
か
、
殊
に
朝
鮮
事
変
以
来
甚
だ
し
い
か
と
い
う
点
を
見
て
来
た
の
で
あ
つ

重比の業産魔基需軍るめ占に金資備設達調部外

仁メ
年２

ｊ仁メ ９●１３１５５７●９２５４９１
●８１６１４

　
％
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２●
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９
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９３５
５
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Ｏ●００１
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２７，１０●００１０８１，３０●００１
一
〇

９２■

２０●００１３６３

１
，

計共他のそ

）頁
７
７３４，

座講義主本資本帖

日
本
信
用
体
系
に
お
け
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割

．
た
。
然
し
そ
れ
が
各
産
業
部
門
に
お
い
て
同
一
の
婆
で
現
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
極
め
て
不
均
衡
な
婆
で
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
国
家
資
金
供
給
の
軍

事
的
性
格
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
絶
対
額
に
お
い
て
も
、
国
家

資
金
へ
の
依
存
率
に
わ
い
て
も
典
型
的
な
の
は
鉱
業
で
あ
つ
て
、
実
に
七
五
．

八
劣
を
国
家
資
金
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
れ
に
次
い
で
、
輸
送
用
材
料
機
械
器

具
製
造
業
（
七
〇
・
一
％
）
、
電
機
械
器
具
製
造
業
（
三
七
．
五
％
）
、
化
学
工
業

（
三
五
・
八
％
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
軍
事
に
直
接
関
係
の
な
い
産
業

部
門
の
国
家
資
金
依
存
率
は
極
め
て
低
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
零
、
却
売
及
び
小

売
業
（
四
・
三
％
）
、
軍
事
に
関
係
の
な
い
機
械
製
造
業
（
三
．
五
％
）
、
紙
及
び

類
似
晶
製
造
業
（
八
．
七
％
）
、
ガ
ラ
ス
土
石
器
製
造
業
（
一
〇
．
一
％
）
、
食
料

晶
工
業
（
一
一
．
六
％
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
国
家
資
金
は
軍
需
基
礎
産
業
に
集
中
投
下
さ
れ
、
経
済
の
軍
事

化
が
促
進
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
民
間
資
金
の
供
給
が
巨
大
金
融
機
関

に
集
中
さ
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
民
間
資
金
も
ま
た
軍
需
基
礎

産
業
に
集
申
投
下
さ
れ
、
総
設
備
資
金
供
給
の
過
半
数
が
常
に
電
力
．
海
運
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
二
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
…
巻
・
第
…
号
）

鉄
綱
・
石
炭
の
四
大
軍
需
基
産
礎
業
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

年
に
は
五
六
劣
を
占
め
る
に
至
つ
た
。
な
わ
、

関機諸の出放金資備設家国

年
５
３年

５
２年

５
１年

５
０年

４
９年

４
８

５１３３８４４８

９
．

６４２金資返見
　
８
０

　
△

　
５
９

　
△

　
７
６

　
△円

億
８
４

　
６

　
金

復

２３７４０４２０２

４
０

銀
銀

開

輸

８６５１９２０２１他のそ林農

０４３．１０１０．１５２７５２２０１２４８６計

）
●３１●３■９２，トス

、
くノコエ（

設
備
資
金
供
給
の
過
半
数
を
占
め
、
そ
の
代
表
的
機
関
と
な
る
に
至
っ
た
。

遠
に
進
め
ら
れ
て
来
た
経
済
軍
事
化
の
た
め
の
国
家
資
金
供
給
の
担
当
者
と
し
て
、

益
々
尤
大
に
必
要
と
な
る
で
あ
ら
う
国
家
資
金
を
供
給
す
る
と
い
う
重
大
使
命
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
２
、
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
二
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
比
率
は
朝
鮮
事
変
後
急
遠
に
大
と
な
り
、
五
二

こ
の
四
大
軍
需
基
礎
産
業
に
対
す
る
設
傭
資
金
の
供
給
に
も
不
均
等
が
あ
る
の
で
あ

り
、
し
か
も
年
々
変
動
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
五
〇
年
、
五
一
一
年

　
に
お
い
て
は
海
運
関
係
が
最
大
で
あ
つ
た
が
、
五
二
年
以
降
電
力
関
係
が
最
大
の

外
部
設
備
資
金
を
需
要
し
、
設
傭
資
金
需
要
総
額
の
約
三
分
の
一
を
一
産
業
部
門

　
で
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
働
　
国
家
設
備
賃
金
供
給
に
お
け
る
開
発
銀
行
の
地
位
。
軍
事
的
性
格
を
１
も
つ

　
た
目
本
の
産
業
設
傭
資
金
の
供
給
に
お
い
て
、
国
家
資
金
が
如
何
に
大
な
る
地
位

　
と
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
る
か
を
知
つ
た
の
で
、
次
は
そ
の
国
家
設
傭
資
金
が
如
何

　
な
る
機
関
を
通
じ
て
放
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
を
釦
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は

幾
多
の
消
長
が
あ
つ
た
。
四
八
年
ま
で
は
復
興
金
融
金
庫
の
独
占
で
あ
つ
た
が
、

　
四
九
年
ド
ッ
ジ
ニ
フ
ィ
ソ
と
と
も
に
見
返
資
金
に
代
つ
た
。
そ
れ
も
五
一
年
か
ら

　
五
二
年
に
お
け
て
開
発
銀
行
に
代
り
、
五
三
年
に
お
い
て
は
、
開
発
銀
行
が
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
し
て
、
開
発
銀
行
は
朝
鮮
事
変
を
契
機
に
し
て
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
今
後
Ｍ
Ｓ
Ａ
軍
事
経
済
体
制
に
わ
い
て



　
　
　
　
　
　
　
Ｗ
、
開
発
銀
行
設
立
の
必
要
性
と
そ
の
使
命

０
Ｄ
設
立
当
時
の
客
鵠
条
件
・
わ
れ
わ
れ
は
、
・
に
わ
い
て
、
具
案
妻
の
特
殊
性
吉
し
て
嚢
資
金
が
如
何
に
国
家

墓
に
よ
つ
て
琵
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
一
た
か
、
殊
に
そ
れ
は
長
袈
磐
金
の
供
給
に
わ
い
て
一
層
切
実
で
書
、
そ
れ
だ
け

に
乱
家
資
金
は
九
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
戦
前
の
み
な
ら
ず
戦
後
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
つ
た
。
か
く
し
て

ｗ
に
お
い
て
・
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
は
、
日
本
の
軍
事
的
独
占
資
本
の
援
助
を
必
要
と
す
る
意
味
に
お
い
て
従
属
化
を
図
り
、

目
本
の
独
占
乗
は
自
か
ら
を
驚
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
従
属
化
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
、
占
領
政
策
に
よ
る
果
菜

主
義
の
根
本
的
改
革
は
あ
り
得
ず
・
し
か
も
朝
鮮
事
変
以
来
の
姦
な
る
経
済
の
軍
事
化
の
必
要
の
た
め
に
、
軍
需
議
嚢
部
門

へ
の
尤
大
な
る
国
家
資
金
の
供
給
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
機
関
と
し
て
占
領
中
は
復
金
．
見
返
資
金
が
当
て

ら
れ
た
が
・
五
一
年
開
銀
の
設
立
に
よ
つ
て
一
元
的
に
統
一
さ
れ
強
化
さ
れ
る
に
至
つ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
．
か
く
し
て
、
こ
こ
で
の

問
題
は
・
か
か
る
資
金
供
給
源
と
し
て
の
開
銀
の
設
立
を
、
当
時
の
諸
条
件
の
下
で
、
よ
り
目
べ
体
的
に
把
．
、
凡
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
開
銀
の
使
命
と
今
後
の
役
割
を
見
出
そ
う
と
す
る
に
あ
る
。

　
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
・
開
銀
の
設
立
が
次
の
二
つ
の
要
誇
に
応
え
る
も
ー
の
で
あ
つ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
山
「
金
融
資
本
の
危
機
救

済
と
い
う
こ
と
だ
つ
た
。
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ソ
に
み
ら
れ
る
民
間
銀
行
が
運
用
資
産
の
固
定
化
、
オ
ー
バ
ｉ
。
ボ
ロ
ー
ウ
イ
ソ
グ
に

み
ら
れ
る
企
業
の
経
理
内
容
の
悪
化
、
金
利
負
担
の
増
大
を
救
う
た
め
、
国
家
が
市
中
の
長
期
融
資
を
肩
代
り
す
る
必
要
が
あ
つ

た
。
」
の
「
朝
鮮
戦
争
以
降
の
準
戦
時
的
な
設
備
拡
張
、
あ
る
い
は
充
実
に
こ
た
え
て
、
新
規
の
長
期
資
金
需
要
に
こ
た
え
る
と
い
う

こ
と
だ
つ
た
」
と
（
二
九
年
三
月
十
三
目
号
）
。
以
上
は
誤
り
で
な
い
と
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
皮
相
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
朝

　
　
　
　
目
本
信
用
体
系
に
お
け
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
二
五
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
○
（
二
五
八
）

鮮
戦
争
遂
行
の
申
で
世
界
経
済
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
巨
本
経
済
が
ど
の
よ
う
な
危
機
に
追
ら
れ
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
米

日
独
占
資
本
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を
採
つ
た
と
い
う
間
題
の
申
で
、
開
銀
設
立
の
事
情
は
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
－

　
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
の
一
般
的
状
勢
は
、
「
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
き
わ
め
て
短
期
の
ブ
ー
ム
の
の
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
物
資
買
付
を

直
接
の
契
機
と
し
て
日
本
経
済
は
は
や
く
も
恐
慌
局
面
に
入
つ
た
が
、
一
九
五
二
年
に
入
る
と
恐
慌
は
、
戦
争
経
済
の
重
圧
に
よ
る
．

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
諸
国
の
實
易
縮
少
の
打
撃
を
う
け
て
さ
ら
に
深
化
し
、
流
通
部
面
か
ら
生
産
部
面
に
波
及
し
た
。
そ
し
て
一
九
五
三
年

六
月
、
朝
鮮
休
戦
に
よ
る
軍
需
市
場
の
縮
少
に
よ
つ
て
恐
慌
は
新
た
な
局
面
に
突
入
し
、
部
分
的
信
用
恐
慌
が
勃
発
し
は
じ
め
た
。

だ
が
、
こ
の
間
、
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
体
制
か
ら
Ｍ
Ｓ
Ａ
受
入
れ
の
従
属
的
再
軍
備
強
行
に
と
も
な
う
軍
事
基
地
拡
充
と
軍
需
基
礎

産
業
を
主
軸
と
す
る
設
備
拡
張
に
よ
つ
て
、
恐
慌
の
全
面
的
爆
発
は
　
　
過
剰
生
産
の
矛
盾
を
さ
ら
に
増
大
し
つ
つ
　
　
く
り
の
べ

ら
れ
て
き
た
。
」
か
か
る
一
般
的
状
勢
に
わ
い
て
、
「
金
融
政
策
の
特
徴
は
、
財
政
収
奪
と
緊
密
に
結
合
し
た
軍
事
金
融
体
制
の
確
立

と
滞
荷
融
資
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
る
恐
慌
対
策
と
し
て
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
で
あ
つ
た
。
」
こ
れ
ら
の
諾
対
策
に
よ
っ
て
「
恐
慌

の
全
面
的
爆
的
を
く
り
の
べ
ら
れ
た
が
、
生
産
設
備
の
過
剰
、
貸
出
の
固
定
化
、
物
価
の
国
際
的
割
高
、
国
際
収
麦
の
悪
化
・
外
貨

の
滅
少
、
通
貨
危
機
等
の
矛
盾
を
拡
大
深
化
さ
せ
た
」
　
（
「
日
本
海
卒
主
義
講
座
」
四
、
二
七
五
頁
）
の
み
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
惜

勢
”
中
で
、
日
本
輸
出
入
銀
行
、
大
蔵
省
預
金
部
の
資
金
連
用
部
へ
の
改
組
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
な
ど
に
よ
る
軍
事
的
金
融
体
制

確
立
の
た
め
の
一
環
と
し
て
、
し
か
も
般
も
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
と
し
て
、
開
発
銀
行
は
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
開
銀
設
立
の
事
惜
を
、
開
銀
総
務
部
長
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
昭
和
二
四
年
以
来
実
施
さ
れ
た
経
済
安
定
政

策
は
、
、
国
民
経
済
の
包
蔵
す
る
各
種
の
矛
盾
が
財
政
面
よ
り
金
融
面
に
転
化
さ
れ
て
、
金
融
へ
の
負
担
過
重
、
特
に
長
期
産
業

資
金
の
不
足
に
つ
い
て
急
速
な
解
決
が
要
求
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
Ｏ
Ｄ
「
復
興
金
融
金
庫
の
停
止
」
と
「
米



国
対
日
援
助
の
打
切
り
」
の
「
国
民
所
得
な
ら
び
に
資
本
蓄
積
の
貧
困
」
倒
「
一
般
金
融
機
関
に
よ
る
、
商
業
べ
－
ス
…
長
期

且
っ
巨
額
の
資
金
需
要
に
は
応
じ
難
い
」
、
↑
Ｄ
「
一
般
に
金
融
機
関
は
既
に
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ソ
の
状
態
」
を
あ
げ
て
い
る
　
（
「
金
融

年
鑑
」
一
九
五
三
年
版
）
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
誤
り
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
一
貫
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
ー

か
、
そ
れ
が
目
本
経
済
の
従
属
化
・
軍
事
化
に
あ
る
こ
と
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
開
発
銀
行
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
設
立
ま

た
は
改
組
さ
れ
た
国
家
的
金
融
機
関
が
、
　
「
租
税
お
よ
び
国
民
の
零
細
貯
蓄
を
軍
需
産
業
培
養
の
た
め
に
投
入
し
、
か
つ
大
銀
行
に

よ
る
産
業
支
配
を
補
強
す
る
」
　
（
目
本
資
本
主
義
講
座
」
四
、
二
七
五
頁
）
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
根
本
的
特
徴
が
完
全
に
抹
殺
さ
れ
て

し
ま
つ
て
い
る
。

　
の
　
開
発
銀
行
の
目
的
と
業
務
、
開
発
銀
行
設
立
の
客
襯
的
要
求
が
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
限
り
、
開
発
銀
行
の
目
的
は
、
当

然
に
そ
の
要
求
に
応
え
得
る
も
の
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
開
発
銀
行
法
に
お
い
て
、
同
行
は
国
家
金
融
機
関
と
し

て
、
　
「
政
府
の
産
業
・
交
通
お
よ
び
金
融
に
関
す
る
綜
合
的
な
政
策
な
ら
び
に
こ
れ
に
基
く
基
本
計
画
」
に
従
い
、
　
「
長
期
資
金
の

供
給
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
経
済
の
再
建
及
び
産
業
の
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
一
般
の
金
融
機
関
の
行
う
金
融
を
補
充
し
、
ま
た

は
奨
励
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
具
体
的
に
は
目
本
経
済
の
従
属
化
軍
事
化
に
必
要
な
長
期
資
金
の
供
給

を
潤
沢
に
行
う
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
あ
つ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
開
銀
総
務
部
長
は
開
銀
の
目
的
を
述
べ
、
第
一
に
「
国
家
金
融
機
関
と
し
て
、
－
…
政
府
と
緊
沓
に
連
絡
し
て
、
、
．
し
か
し
な

が
ら
、
同
行
は
、
復
興
金
融
金
庫
運
営
の
経
緯
に
鑑
み
、
機
構
的
に
は
独
立
の
特
殊
金
融
機
関
と
し
て
、
個
々
の
貸
付
等
に
つ
い
て

は
、
健
全
金
融
の
方
針
を
堅
持
し
て
、
銀
行
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
つ
て
、
そ
の
決
定
を
行
つ
て
い
る
」
（
「
金
融
年
鑑
」
一
九
五
三
年

版
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
間
題
は
「
銀
行
の
自
主
的
な
判
断
」
に
よ
つ
て
、
開
銀
を
必
要
と
し
た
米
目
独
古
資
本
の
要
求
を
ま
げ
得

　
　
　
　
日
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一
（
二
五
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
二
六
〇
）

る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
「
第
二
に
、
同
行
は
一
般
金
融
機
関
の
金
融
を
補
完
す
る
の
が
建
前
」
　
（
同
上
）
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
が
、
果
し
て
単
な
る
「
補
完
」
だ
け
で
、
米
巨
独
占
費
本
が
要
求
す
る
急
遠
な
る
亘
本
経
済
の
軍
事
化
に
必
要
な
長
期
資
金

を
供
給
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
相
当
な
強
行
策
が
採
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
亭
、
れ
は
一
般
金
融
機
関
と
利
害
の
対
立
を
も
た
ら
す
こ

と
で
あ
ら
う
。
た
と
え
ば
開
銀
貸
付
資
金
は
コ
ス
ト
が
低
い
し
、
利
子
補
給
・
利
子
猶
予
そ
の
他
に
よ
つ
て
軍
需
基
礎
産
業
に
大
量

的
に
資
金
を
放
出
す
れ
ば
、
一
般
金
融
機
関
と
利
害
は
対
立
し
、
既
に
そ
の
対
立
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
後
述
の
如
く
で
あ
る
。

第
三
に
、
　
「
同
行
と
し
て
は
、
ま
ず
経
済
自
立
の
達
成
に
特
に
寄
与
す
る
企
業
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
当
然
・
－
・
：
。
と
こ
ろ
で
経
済

自
立
の
た
め
に
は
、
国
内
資
源
の
開
発
利
用
と
国
際
収
支
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
そ
の
た
め
設
傭
の
合
理
化
、
近
代

化
及
ぴ
産
業
構
造
上
著
し
い
ネ
ッ
ク
を
な
し
て
い
る
産
業
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
」
　
（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
そ

れ
は
軍
需
基
礎
産
業
へ
の
重
点
的
融
資
と
な
り
、
日
本
経
済
の
従
属
化
・
重
事
化
を
促
進
す
る
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
得
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
開
発
銀
行
の
業
務
は
、
薪
規
貸
付
・
返
済
資
金
貸
付
・
債
権
の
譲
受
・
杜
債
の
応
募
・
債
務
の
保
詐
に
五
大
別
さ
れ
る
が
、
　
（
開

銀
法
第
一
八
条
）
、
開
銀
の
目
的
が
軍
需
基
礎
産
業
に
重
点
的
に
長
期
資
金
を
供
給
し
、
日
木
経
済
の
従
属
化
・
軍
事
化
を
促
進
す
る

も
の
で
あ
る
以
上
、
各
業
務
を
通
じ
て
目
的
達
成
に
向
け
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　
側
　
開
発
銀
行
と
復
興
金
融
金
庫
及
び
見
返
資
金
。
敗
戦
後
尤
大
な
国
家
資
金
を
供
給
し
て
、
特
に
独
占
資
本
の
再
建
に
役
立
っ

た
復
金
は
、
ド
ッ
ヂ
ニ
フ
ィ
ソ
に
よ
っ
て
新
規
貨
付
を
停
止
さ
れ
、
そ
れ
に
代
っ
て
見
返
資
金
が
了
メ
リ
ヵ
の
ヒ
モ
つ
き
国
家
資
金

と
し
て
巨
額
に
放
出
さ
れ
、
日
本
経
済
の
従
属
化
・
軍
事
化
に
大
き
な
役
割
を
果
す
に
至
つ
た
。
五
一
年
に
設
立
さ
れ
た
開
発
銀
行

は
当
初
か
ら
、
復
金
貸
付
残
高
及
び
見
返
資
金
を
承
継
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
開
銀
総
務
部
長
は
「
財
政
資
本



の
産
業
投
資
の
運
用
管
理
は
、
一
元
的
に
行
う
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
り
、
こ
の
趣
旨
よ
り
同
行
は
、
復
金
既
貸
付
債
権
及
び
見

返
資
金
私
企
業
貸
付
債
権
を
承
継
し
て
財
政
資
金
を
取
扱
う
一
元
的
国
家
金
融
機
関
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
　
（
「
金
融
年
鑑
」
一

九
五
三
年
版
）
。

　
復
金
の
承
継
は
五
三
年
一
月
に
完
了
し
、
当
時
の
貸
付
残
高
は
七
八
七
四
二
百
万
円
で
あ
り
、
以
後
の
回
収
額
は
開
銀
の
貸
付
資

金
と
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
復
金
の
資
本
金
八
五
二
二
〇
百
万
円
は
暫
く
開
銀
の
政
府
借
入
金
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い

た
が
、
五
三
年
八
月
に
は
全
額
政
府
出
資
と
し
て
開
銀
の
資
本
金
に
な
つ
た
。

　
五
一
年
に
開
銀
が
設
立
さ
れ
、
見
返
資
金
か
ら
一
〇
〇
億
円
の
出
資
を
受
け
た
。
当
時
、
電
方
・
海
運
・
中
小
企
業
は
見
返
資
金

に
よ
り
、
そ
の
他
は
開
銀
に
よ
る
と
い
う
業
務
分
担
が
あ
っ
た
が
、
財
政
資
金
の
一
元
的
運
営
と
い
う
必
要
か
ら
、
五
二
年
開
銀
法

の
改
正
と
な
り
、
十
月
に
は
見
返
資
金
私
企
業
既
貸
付
債
権
は
開
銀
が
承
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
承
継
貸
付
残
高
は
二
二
四
五
三

八
百
万
円
で
あ
っ
て
、
同
行
の
政
府
借
入
金
と
し
て
処
理
さ
れ
た
が
、
五
三
年
四
月
に
は
二
一
二
〇
億
円
が
政
盾
出
資
と
し
て
開
銀

の
資
本
金
に
な
っ
た
。
先
に
復
金
を
承
継
し
、
ま
た
見
返
資
金
を
承
継
し
て
、
開
銀
資
本
金
は
二
四
六
二
二
〇
百
万
円
と
い
う
尤
大

な
も
の
と
な
っ
た
。Ｖ

Ｕ
、

開
発
銀
行
貸
付
資
金
の
国
民
的
性
格

　
○
　
開
発
銀
行
の
貸
付
資
金
額
。
開
発
銀
行
の
貸
付
資
金
額
は
極
め
て
尤
大
で
あ
り
、
貸
付
累
計
額
は
四
四
二
九
億
円
、
回
収
累

計
額
二
六
七
四
億
円
、
五
三
年
末
現
在
貸
付
残
高
は
一
七
五
五
慮
円
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
一
大
銀
行
の
一
行
当
り
平
均
貸
付
残
高
の
．

五
倍
に
当
る
金
額
で
あ
っ
て
、
開
銀
が
如
何
に
偉
力
を
も
っ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
特
に
「
長
期
資
金
供
給
の
上
に
お
け
る
開

　
　
　
目
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
二
六
一
）
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、
～
、

ノコエ（

資
金
運
用
部
融
資
二
七
五
億
円
、
産
業
投
資
特
別
会
計
七
五
億
円
、

慮
円
で
あ
る
。
そ
れ
は
五
三
年
鹿
の
八
六
〇
億
円
に
比
し
て
二
一
〇
億
円
の
大
幅
滅
少
で
あ
っ
て
、

な
い
。

　
当
初
、
開
銀
は
新
規
貸
付
資
金
と
し
て
一
〇
〇
〇
億
円
を
期
待
し
て
い
た
。
回
収
見
込
と
連
用
利
息
と
の
合
計
を
三
〇
〇
億
円
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
四
（
二
六
二
）

銀
の
比
重
は
、
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
二
七
－
八
年
度
の
設
傭
隻
金
供
給
量
（
外
部
資

金
）
の
う
ち
、
開
銀
融
資
の
割
合
は
一
割
五
分
か
ら
二
割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
全
株
式

発
行
額
に
ほ
ぽ
ひ
と
し
い
。
・
…
－
そ
し
て
開
銀
融
資
は
二
七
－
八
年
に
お
け
る
政
府
金
融

機
関
貸
出
の
七
割
を
占
め
、
国
家
資
金
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
開
銀
を
指
す
ま
で
に
な

っ
て
き
た
」
と
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
　
（
二
九
年
三
月
十
三
巳
号
）
は
述
べ
て
い
る
。

　
の
　
開
銀
貸
付
資
金
の
源
泉
。
開
銀
貸
付
資
金
の
源
泉
は
、
ｍ
開
発
資
金
、
そ
の
申
に

は
復
金
お
よ
び
見
返
資
金
か
ら
の
承
継
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
承
継
分
は
回
収
に
よ

っ
て
開
発
資
金
と
な
っ
て
貸
付
に
充
当
さ
れ
る
の
で
、
や
が
て
消
減
す
る
で
あ
ら
う
。
の

産
業
投
資
特
別
会
計
か
ら
の
政
府
出
資
。
榊
回
収
資
金
、
貸
付
が
回
収
さ
れ
る
時
は
再
び

貸
付
に
充
当
さ
れ
る
。
側
運
用
利
息
、
貸
付
運
用
利
息
は
貸
付
に
充
当
さ
れ
る
。
伺
資
金

運
用
部
か
ら
の
融
資
、
以
上
が
開
銀
の
貸
付
資
金
を
構
成
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
開
銀
の

薪
規
貸
付
資
金
の
源
泉
は
の
か
ら
伺
ま
で
の
諾
項
目
で
あ
る
。

　
五
四
年
度
開
銀
新
規
貸
付
皆
金
額
は
六
五
〇
億
円
と
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
収
見
込
二
四
〇
億
円
、
運
用
利
息
六
〇
億
円
、
合
計
六
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
フ
レ
政
策
の
結
果
に
外
な
ら

○



し
て
、
七
〇
〇
億
円
を
盗
金
運
用
部
と
産
業
投
資
持
別
会
計
と
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
三
年
度
の
前
者
一
四
〇
億
円
、
後

者
四
六
〇
億
円
、
合
計
六
〇
〇
億
円
の
こ
と
を
思
へ
ば
七
〇
〇
億
円
は
過
大
と
は
い
わ
れ
な
か
っ
た
。
然
し
米
日
独
占
資
本
は
デ
フ

レ
政
策
強
行
を
必
要
と
し
、
半
額
の
三
五
〇
億
円
を
認
め
た
に
過
ぎ
ず
、
逆
に
総
額
に
お
い
て
二
一
〇
億
円
の
大
幅
減
少
を
見
る
に

至
っ
た
。

　
剛
　
開
銀
貸
付
資
金
の
性
格
。
開
銀
貨
付
資
金
は
、
二
言
に
し
て
い
え
ば
、
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は

ど
う
し
て
か
。
開
銀
資
金
源
の
特
殊
性
を
考
え
れ
ば
自
か
ら
明
白
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
開
銀
の
資
金
は
民
間
出
資
に
も
よ
ら
ず
、
債
券
発
行
に
も
よ
ら
ず
、
そ
の
資
金
は
ま
ず
も
っ
ぱ
ら
政
府
出
資
に
依
存
し

て
い
る
。
政
府
出
資
は
産
業
投
資
特
別
会
計
か
ら
の
出
資
で
あ
り
、
そ
の
資
金
源
は
歳
入
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
税
金
そ
の
他

国
民
の
負
担
で
あ
る
。
そ
の
税
金
が
（
直
接
税
に
し
て
も
間
接
税
に
し
て
も
専
売
益
金
に
し
て
も
）
主
と
し
て
大
衆
の
負
担
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
大
衆
が
今
高
い
税
金
負
担
の
た
め
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
こ
と
は
今
更
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
こ
の
税
金
こ
そ
が

開
銀
貸
付
資
金
の
源
泉
で
あ
れ
ば
、
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
と
い
う
の
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

　
第
二
に
、
貸
付
回
収
金
及
び
運
用
利
息
は
、
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
の
回
収
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
運
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
と
い
う
性
格
は
何
等
変
る
も
の
で
は
な
い
。

　
第
三
に
、
復
金
か
ら
の
承
継
分
も
国
民
の
汗
と
血
の
結
昌
で
あ
る
。
復
金
資
金
は
開
銀
の
如
く
直
接
税
金
か
ら
出
資
さ
れ
な
い
で
、

復
金
が
復
金
債
券
を
発
行
し
、
そ
の
大
部
分
を
日
銀
が
引
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
資
金
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
－
果
目
銀
券
は
増
発

さ
れ
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
は
進
展
し
て
国
民
が
如
何
に
窮
乏
し
た
こ
と
か
。
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
は
最
も
悪
質
な
税
金
と
い
わ
れ

る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
復
金
資
金
は
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
り
、
そ
れ
を
開
銀
は
承
継
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
日
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
（
二
六
三
）



　
　
．
、
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
…
六
（
二
六
四
）

　
第
四
に
、
見
返
資
金
か
ら
の
承
継
分
も
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
。
見
返
資
金
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
援
助
と
い
う
名
目
の
下
に

高
い
価
格
で
輸
入
さ
せ
ら
れ
た
代
金
が
積
立
て
ら
れ
、
そ
れ
が
従
属
化
と
軍
事
化
の
た
め
に
融
資
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
資
金
で
あ

る
。
日
本
国
民
は
高
い
食
糧
を
食
わ
さ
れ
、
高
い
原
材
料
を
買
わ
さ
れ
て
、
生
活
を
破
綻
せ
し
め
産
業
を
破
減
せ
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
立
し
た
と
こ
ろ
の
資
金
で
あ
る
。
こ
れ
が
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
開
銀
が
承
継
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
資
金
運
用
部
か
ら
の
融
資
分
も
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
。
資
金
運
用
部
資
金
の
大
部
分
は
郵
便
貯
金
で
あ
り
、

そ
れ
が
総
額
と
し
て
如
何
に
巨
額
で
あ
ろ
う
と
も
、
如
何
に
零
細
な
貯
金
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
か
。
そ
れ
が
如
何
に
零
細
で
あ
ろ

う
と
も
、
文
字
通
り
そ
れ
は
貧
困
者
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
。
さ
ら
に
郵
便
貯
金
に
は
小
供
銀
行
か
ら
の
貯
金
が
あ
る
。
五
三
年

六
月
未
子
供
銀
行
数
は
二
九
〇
〇
〇
、
貯
金
者
数
八
○
○
万
、
貯
金
高
五
七
億
円
、
一
人
当
り
貯
金
高
六
八
三
円
、
そ
の
貯
金
は
銀

行
（
一
八
・
四
％
）
、
農
協
組
（
五
三
・
七
％
）
、
郵
便
局
（
二
二
％
）
に
預
け
ら
れ
て
い
る
。
子
供
銀
行
の
貯
金
は
「
単
な
る
収
奪
に
終

ら
ず
、
童
心
を
傷
け
、
犯
罪
の
温
床
と
さ
え
な
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
（
「
日
本
資
本
主
義
講
座
」
四
、
三
二
〇
頁
）
、
そ
の
例
証
と
し
て

五
三
年
一
二
月
の
婦
人
大
会
に
お
け
る
報
告
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
は
、
貯
金
目
に
お
金
を
持
つ
て
行
け

な
い
た
め
に
、
空
ビ
ソ
を
拾
い
歩
い
て
、
そ
れ
を
売
っ
て
学
校
に
屈
け
ま
す
。
家
の
お
米
を
持
ち
出
し
て
、
お
金
を
つ
く
る
子
ど
も

も
い
ま
す
。
犯
罪
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
る
貯
金
で
よ
い
の
で
し
よ
う
か
。
」
　
（
山
梨
県
、
主
婦
）
。
ま
た
「
子
ど
も
が
罪
を
犯
さ
な
い

場
合
は
、
母
親
の
手
内
職
に
よ
っ
て
子
供
銀
行
の
お
金
が
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
」
　
（
栃
木
県
、
教
員
）
。
こ
の
よ
う
な
血
の
に
じ
み

出
る
よ
う
な
郵
便
貯
金
か
ら
な
る
資
金
運
用
部
か
ら
開
銀
は
資
金
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
開
銀
の
貸
付
資
金
は
全
部
狐
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
資
金
が
国
民
大
衆
の
た
め
に
融
資
さ
れ



て
い
る
の
か
。
否
、
そ
の
大
部
分
は
少
数
の
軍
需
独
占
資
本
に
融
資
さ
れ
、
し
か
も
低
利
、
利
子
補
給
、
利
子
猶
予
、
元
本
償
還
猶

予
な
ど
・
あ
ら
ゆ
る
特
典
を
与
え
て
独
占
利
潤
を
確
保
し
、
さ
ら
に
日
木
経
済
を
従
属
化
し
軍
事
化
し
、
窮
局
に
わ
い
て
は
『
本
経

済
を
破
減
せ
し
め
、
国
民
生
活
を
窮
乏
化
せ
し
め
る
た
め
に
融
資
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
、
否
罪
悪
が
現
に
行

わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
次
に
開
銀
融
資
の
実
借
を
見
よ
う
。

珊
、
開
発
銀
行
融
資
の
軍
事
的
独
占
資
本
的
性
格

　
の
　
軍
事
的
独
占
資
本
的
な
財
政
投
資
の
基
本
方
針
。
Ｖ
で
述
べ
た
如
く
、
開
発
銀
行
の
貸
付
資
金
は
す
べ
て
国
民
大
衆
の
汗
と

血
の
結
晶
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
融
資
は
こ
の
性
格
に
適
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
も
、
事
実
は
全
く
逆
に
国

民
大
衆
の
生
活
を
破
壌
す
る
方
向
に
融
資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
大
部
分
が
少
数
の
軍
需
独
占
資

本
に
融
資
さ
れ
、
そ
れ
は
了
メ
リ
カ
ヘ
の
従
属
化
を
深
め
、
そ
れ
は
国
民
大
衆
の
窮
乏
化
を
促
進
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
国
民
大
衆
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
汗
と
血
の
結
晶
に
よ
っ
て
自
己
を
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
プ
ニ
重
苦
に
陥
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
然
し
開
発
銀
行
は
元
来
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
独
占
資
本
の
要
求
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
開
発
銀
行
を
含
め
て
財
政
投
資
は
ど
の
よ
う
な
方
針
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
。
開
発
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
一
九
五
一
年

度
か
ら
財
政
投
資
は
、
経
済
安
定
本
部
（
後
に
は
経
済
審
議
庁
）
の
名
で
作
成
さ
れ
閣
議
で
決
定
さ
れ
る
「
基
本
計
画
」
に
従
っ
て

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
五
一
年
度
の
「
政
府
資
金
に
よ
る
融
資
の
基
準
と
な
る
べ
き
産
業
及
び
交
通
に
関
す
る
基
本
計
画
」
の

「
基
本
方
針
」
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
わ
が
国
民
経
済
の
合
理
的
な
循
環
と
国
民
生
活
の
漸
次
的
向
上
を
確
保
し
、
併
せ
て
米
国

始
め
民
主
主
義
国
家
に
対
す
る
経
済
協
力
体
制
の
確
立
を
推
進
す
る
た
め
、
生
産
力
の
増
加
と
貿
易
の
拡
大
牟
、
図
る
こ
と
を
今
後
に

　
　
　
日
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
二
六
五
）



、

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
二
六
六
）

お
け
る
経
済
施
策
の
基
本
原
則
と
す
る
。
か
か
る
観
点
に
お
い
て
最
も
基
本
的
に
実
現
を
要
す
る
も
の
は
、
電
力
供
給
量
の
増
大
と

外
航
船
舶
の
拡
充
で
あ
り
、
つ
い
で
こ
の
基
礎
の
上
に
、
各
重
要
産
業
及
び
交
通
規
模
の
拡
大
と
設
備
の
合
理
化
、
近
代
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
」
と
。
こ
の
方
針
の
趣
旨
か
ら
し
て
も
、
ま
た
そ
の
実
績
か
ら
し
て
も
、
開
発
銀
行
融
資
は
電
力
・
海
運
・
石
炭
・
金

属
・
化
学
工
業
の
五
部
門
に
集
中
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
軍
需
基
礎
産
業
で
あ
り
、
か
く
し
て
増
大
す
る
軍
事
力
は
ア
メ
リ
カ

に
従
属
し
た
も
の
と
し
て
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
開
発
銀
行
融
資
は
従
属
的
軍
事
化
を
資
金
的
に
促
進
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
の
　
貸
付
対
象
の
軍
需
基
礎
産
業
へ
の
集
中
傾
向
。
開
銀
設
立
の
五
一
年
末
の
貸
付
状
況
は
、
直
接
貸
付
残
高
一
七
三
億
円
、
返

済
瞥
金
貸
付
残
高
を
含
め
て
二
〇
二
慮
で
あ
る
。
そ
の
産
業
部
門
別
で
は
鉄
鋼
（
三
五
億
）
が
最
大
で
、
石
炭
（
ご
二
億
）
、
海
運

（
二
八
億
）
、
化
学
工
業
（
二
五
億
）
、
自
家
発
電
（
二
四
億
）
が
続
き
、
こ
の
五
部
門
で
一
五
三
億
円
と
な
り
、
総
額
の
約
七
六
％

を
占
め
て
い
た
。
五
二
年
末
の
貸
付
残
高
は
八
二
七
億
円
と
四
倍
に
増
大
し
た
。
そ
の
産
業
部
門
別
で
は
電
力
（
ニ
ハ
五
億
）
、
海

運
（
二
一
四
億
）
、
金
属
工
業
（
一
九
三
慮
）
、
自
家
発
電
（
六
七
億
）
、
石
炭
（
六
三
億
）
、
化
学
工
業
（
五
ヒ
億
）
と
続
き
、
こ
の

五
部
門
で
五
六
九
億
円
と
な
り
、
総
額
の
六
九
劣
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
数
字
を
見
て
も
、
開
銀
融
資
が
如
何
に
忠
実
に
日
木
経
済
の
従
属
的
軍
事
化
を
資
金
的
に
促
進
す
る
役
割
を
果
し
て
来
た
か

を
明
瞭
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
の
数
字
は
「
金
融
年
鑑
」
に
よ
っ
た
が
、
「
目
本
経
済
四
季
報
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
実
が

さ
ら
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
三
年
一
月
末
貸
付
残
高
に
よ
れ
ば
、
総
額
二
六
三
〇
億
円
の
う
ち
二
三
二

〇
億
円
が
電
気
・
水
運
業
・
石
炭
・
第
一
次
金
属
・
化
学
工
業
の
五
産
業
部
門
に
融
海
さ
れ
、
そ
れ
は
総
額
に
対
し
て
実
に
八
五
．

六
形
を
占
め
て
い
る
。
疑
も
多
い
電
気
産
業
は
九
一
〇
億
円
（
三
四
．
九
％
一
、
次
い
で
水
運
業
は
六
七
五
億
円
（
二
五
．
九
％
）
　
で

’



況状中集別業産の資融銀開

威老

笛
日

士％上同未月－年
５
３

５
＾
ｂ

３＋９●４３○ユ９

未
円
５

月
億
引

－年
５
２
　
気

電

９０２＋９●５２５７６６６４業運欠ブ

０２
－９●４１８８３８０４炭石

８６＋８●５１５１
８
３

属
．

金次
一第

８＋Ｏ●４６０１９
８業工学化

０３６＋６●５８０３２，２Ｏ０６

１
，

計
＼

Ｊ
／

７１７＋Ｏ●Ｏ０１０３６，２３１９Ｌ計共他のそ

）頁
４
３

１
一，

韓季四済縞本｝

あ
り
・
こ
の
二
産
業
部
門
だ
け
で
も
開
銀
貸
付
総
額
の
六
〇
％
以
上
を
占
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に
海
運
造
船
疑
獄
を
は
じ
め
と
し
て

幾
多
の
疑
獄
が
開
銀
資
金
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る
に
至
っ
た
の
も
う
な
ず
る
の

で
あ
る
。

　
剛
　
開
銀
貸
付
の
大
口
集
中
傾
向
。
開
銀
貸
付
は
大
口
融
資
に
偏
重
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
徹
底
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
銀
行
貸
出
も
大
口
融
資
に
偏

重
し
て
わ
り
、
そ
れ
は
特
に
十
一
大
銀
行
に
お
い
て
甚
し
い
。
す
な
わ
ち
一

九
五
三
年
三
月
末
十
一
大
銀
行
の
貸
出
残
高
を
見
る
と
、
貸
出
口
数
一
四
八

九
千
口
、
貸
出
残
高
一
二
四
四
〇
億
円
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
金
額
別
に
見
と
、

一
千
万
円
以
上
の
大
口
貸
出
は
貸
出
口
数
と
し
て
は
千
六
百
口
、
全
体
の
一

劣
に
当
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
貸
出
金
額
と
し
て
は
四
九
二
七
億
円
、
全
体

の
三
九
彩
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
五
〇
万
円
以
下
の
小
口
貸
出
は
貸
出
口
数
と
し
て
は
七
八
％
も
占
め
て
い
る
の
に
、

貸
出
金
額
は
僅
か
に
一
五
劣
を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
　
（
「
日
本
資
本
主
義
講
座
」
四
、
二
ニ
ハ
頁
）
。

　
こ
の
十
一
大
銀
行
貸
出
の
大
口
偏
重
に
比
し
て
、
開
銀
は
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五
三
年
一
月
末
に
お
い
て
、

開
銀
の
貸
出
口
数
は
九
〇
口
、
金
額
二
六
〇
二
億
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
金
額
別
に
見
る
と
、
一
〇
億
円
以
上
と
い
う
超
大
口
貸

出
は
僅
か
に
四
五
口
、
全
体
に
対
し
て
○
。
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
金
額
で
は
一
四
八
二
億
円
、
全
体
に
対
し
て
五
七
％
を
占
め

て
い
る
。
一
億
円
以
上
の
大
口
貸
出
と
し
て
見
れ
ば
、
口
数
は
僅
か
に
三
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
金
額
で
は
八
五
．
七
彩
を
占
め
て

　
　
　
目
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
九
（
二
六
七
）
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７
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８
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１
一

，

報季四済経本旧

が
開
銀
か
ら
貸
出
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
日
本
郵
船

（
五
七
億
）
、
薪
目
本
海
運
（
五
三
億
）
、
北
炭
汽
船

六
億
）
、
山
下
汽
船
（
三
六
億
）
、
川
崎
汽
船
（
三
五
億
）
、

東
邦
海
運
（
二
六
億
）
、
昭
和
電
工
（
二
五
億
）
、
目
本
鋼
管

杜
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
億
円
以
上
の
融
資
を
開
銀
か
ら
受
け
て
い
る
。

係
一
“
、
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
五
億
円
以
上
が
五
四
社
あ
る
が
、

　
↑
Ｄ
　
開
銀
貸
付
と
財
閥
。
開
銀
貸
付
が
極
度
に
大
口
融
姿
に
偏
重
し
て
い
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
二
六
八
）

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
千
万
円
以
下
の
小
口
貸
付
は
、
口
数
で
は
九
〇
彩

を
占
め
て
い
る
の
に
金
額
で
は
僅
か
に
五
％
に
過
ぎ
な
い
。

　
五
三
年
九
月
末
現
在
に
お
い
て
、
開
銀
の
五
債
円
以
上
大
口
融
資
先
は
八

二
杜
（
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
、
二
九
・
三
・
二
二
日
号
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
で

も
大
口
の
も
の
か
ら
あ
げ
る
と
、
関
西
電
力
（
二
四
五
億
）
、
東
京
電
力
（
一

八
一
億
）
、
九
州
電
力
（
一
七
三
億
）
、
東
北
電
力
（
二
二
九
億
）
、
中
部
電

力
（
二
二
六
億
）
と
い
ず
れ
も
電
力
会
杜
で
あ
っ
て
一
〇
〇
億
円
以
上
が
開

銀
か
ら
貸
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
も
の
も
電
力
会
社
で
あ
っ

て
、
中
国
電
力
（
九
一
億
）
、
北
海
道
電
力
（
八
三
億
）
、
北
陸
電
力
（
七
二

億
）
、
四
国
電
力
（
四
二
億
）
と
、
電
力
会
杜
だ
け
で
合
計
一
一
六
七
億
円

　
（
六
九
億
）
、
三
井
欽
山
（
六
五
億
）
、
大
阪
商
船
（
五
七
億
）
、
飯
野
海
運

（
五
二
億
）
、
三
菱
鉱
業
（
四
九
億
）
、
三
井
船
舶
（
三
九
億
）
、
大
同
海
運
（
三

　
　
八
幡
製
鉄
（
三
四
億
）
、
富
士
製
鉄
（
ゴ
ニ
億
）
、
三
菱
海
運
（
二
九
億
）
、

　
　
　
（
二
五
億
）
、
日
本
水
産
（
二
一
二
億
）
、
同
東
商
船
（
二
一
億
）
の
二
八

　
　
　
　
　
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
海
運
造
船
・
鉱
山
・
鉄
鋼
・
化
学
工
業
関

　
　
　
こ
れ
も
主
と
し
て
海
蓮
造
船
・
鉱
山
・
化
学
工
業
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
閥
的
立
場
か
ら
見
れ
ぱ
、
開
銀
貸
付
が
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し
て
い
る
の
で
あ
る
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財
閥
系
会
杜
に
偏
重
し
て
い
る
結
果
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
開

銀
の
最
大
の
大
口
融
資
は
電
力
会
杜
で
あ
っ
た
が
、
電
力
会
杜

は
ど
の
財
閥
に
も
属
さ
な
い
も
．
の
と
し
て
一
応
除
外
す
る
と
、

五
三
年
九
月
末
現
在
の
貸
付
残
高
一
五
六
四
億
円
の
う
ち
、
五

八
．
六
％
が
財
閥
系
会
社
で
あ
っ
た
。
財
閥
系
の
う
ち
、
三
井

系
と
二
菱
系
が
大
き
く
、
両
財
閥
系
で
二
七
・
七
％
を
占
め
て

い
る
。
か
く
し
て
、
上
述
し
た
如
く
開
銀
資
金
は
国
家
資
金
で

あ
り
、
そ
れ
は
全
く
国
民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
そ
の
貸
付
は
全
面
的
に
大
口
貸
付
に
偏
重
し
、
そ
れ
は
巨

大
資
本
に
、
独
占
資
本
に
、
軍
需
資
本
に
、
財
閥
資
本
に
奉
仕

珊
、
開
発
銀
行
に
よ
る
従
属
的
軍
事
的
導
本
の
導
入

　
０
Ｄ
　
開
銀
の
従
属
的
性
格
。
既
に
述
べ
た
如
く
。
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
の
基
本
方
針
は
、
占
領
期
間
中
と
講
和
締
結
後
と
を
間

わ
ず
、
日
本
を
政
活
的
経
済
的
軍
事
的
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
従
属
化
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
了
メ
リ
カ
の
世
界
政
策

遂
行
に
は
日
本
の
従
属
化
が
絶
対
に
必
要
で
あ
っ
た
。
同
時
に
日
本
の
独
占
資
本
も
了
メ
リ
ヵ
に
従
属
化
す
る
こ
と
な
し
に
戒
立
し

得
ず
、
自
ら
進
ん
で
従
属
化
の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
日
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
二
六
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
二
七
〇
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
三
号
）

か
く
し
て
・
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
・
呆
経
済
の
植
民
地
化
と
軍
事
化
の
た
め
の
主
要
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
信
用
制
度
の

頭
平
暴
を
管
理
し
・
財
閥
系
巨
大
銀
行
独
占
の
経
甲
産
業
統
制
力
の
強
化
を
支
持
し
補
充
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
星

は
ア
メ
リ
カ
の
目
本
経
済
支
配
の
有
力
な
一
環
で
あ
る
。
開
発
銀
行
は
「
米
国
と
の
経
済
協
力
体
制
確
立
一
の
た
め
軍
需
産
業
の
基

礎
を
培
養
す
る
任
務
を
負
い
・
．
輸
出
入
銀
行
は
ア
メ
ー
力
の
対
東
南
ア
ジ
ァ
政
策
一
ポ
ィ
ソ
ト
．
フ
オ
こ
の
一
環
と
し
て
の
侵
略

的
な
果
独
占
資
本
の
強
午
国
家
筆
に
よ
る
揮
兀
－
援
助
の
儀
で
あ
る
。
目
本
長
期
信
用
銀
行
は
見
返
資
蓋
用
碧
金
、

地
方
銀
行
に
集
積
し
た
資
金
を
か
き
集
め
て
同
様
の
目
的
を
追
求
す
る
簿
金
融
金
庫
の
戦
後
版
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
国

家
一
半
国
家
一
銀
行
の
蕾
は
・
嚢
の
興
銀
・
勧
銀
・
北
拓
・
農
林
中
金
．
商
工
中
金
な
ど
に
対
す
る
見
器
－
金
か
ら
の
砦
に

よ
る
強
化
－
こ
の
強
化
を
通
じ
て
見
返
資
金
に
よ
る
支
配
、
設
備
資
金
供
給
の
面
で
銀
行
独
占
の
活
動
を
補
充
す
る
と
と
も

に
目
本
の
信
用
制
度
に
打
ち
こ
ま
れ
た
了
メ
ー
力
独
占
資
本
支
配
の
ク
サ
ビ
で
あ
る
。
三
れ
ら
の
、
．
従
探
制
に
合
流
喜
ら

れ
た
国
馨
本
．
公
信
用
及
び
銀
行
独
占
の
手
に
か
き
集
め
ら
れ
た
国
民
の
蓄
積
は
、
あ
げ
て
独
占
の
急
砦
復
活
と
肥
大
化
、
支

配
力
の
強
化
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
一
て
了
メ
ー
力
は
果
経
済
の
動
脈
を
掌
握
し
、
そ
の
意
図
の
下
で
、
産
菱

軍
事
化
し
・
生
産
を
撃
目
的
の
方
向
に
む
け
・
超
過
蓑
と
一
暢
価
、
イ
ソ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
を
利
用
し
つ
つ
国
民
の
大
多
数
を
搾

り
あ
げ
て
い
る
・
一
一
「
呆
栗
主
義
講
座
一
四
、
三
・
、
一
八
九
頁
一
。
そ
れ
賀
体
的
に
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
に
っ
い
て

は
・
三
こ
で
は
主
と
し
て
開
銀
だ
け
に
つ
い
て
、
Ｖ
の
開
銀
の
資
金
源
、
皿
の
開
麗
資
の
軍
事
的
独
占
琴
的
性
格
の
と
こ
ろ

で
触
れ
た
の
で
あ
一
た
・
し
た
が
一
て
・
…
で
は
開
銀
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
琴
の
導
入
が
鵜
に
鳩
的
農
的
な

も
の
で
あ
る
か
を
問
題
と
す
る
に
止
め
る
。

の
屈
辱
的
外
奪
入
・
呆
は
菜
主
義
的
後
進
性
の
故
に
、
そ
の
出
発
点
か
ら
一
貫
し
て
外
奪
入
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ



は
巨
本
が
帝
国
主
義
国
と
し
て
了
ジ
了
諸
地
域
に
侵
略
的
に
資
本
を
輸
出
す
る
に
至
っ
て
も
並
行
し
て
行
わ
れ
、
両
者
は
決
し
て
矛

盾
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
し
て
長
期
間
の
戦
争
に
よ
っ
て
衰
弱
し
、
多
く
の
生
産
設
備
を
灰
尽
に
帰
し
た
敗
戦
後
の
巨
本
経
済
再
建
に
と
っ
て
、
外
資
の

導
入
は
絶
対
的
に
必
要
で
あ
っ
た
。
歴
代
の
政
府
は
外
資
導
入
を
叫
ん
だ
、
芦
田
内
閣
は
外
資
導
入
を
政
策
の
一
枚
看
板
と
し
た
の

で
あ
っ
た
。
五
年
に
わ
た
る
吉
田
内
閣
も
外
資
導
入
を
重
要
政
策
と
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
六
月
の
銀
行
大
会
に
お
い
て
吉
田
首

相
は
い
っ
て
い
る
、
　
「
私
が
第
一
に
希
望
し
た
い
の
は
、
外
資
の
導
入
で
あ
る
。
私
の
内
閣
が
組
閣
以
来
最
も
注
意
し
て
い
る
間
題

の
一
っ
は
外
費
導
入
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
。
さ
ら
に
そ
の
時
、
外
資
導
入
の
た
め
に
は
「
ま
ず
日
木
に
お
け
る
受
入
態
勢
を

確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ま
づ
第
一
に
銀
行
関
係
諸
君
の
御
協
力
を
要
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
巨
本
の
信
用
制
度
、
銀
行

制
度
が
確
立
し
、
日
本
の
国
際
的
信
用
が
高
ま
れ
ば
自
然
外
資
は
入
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
歴

代
の
内
閣
が
汁
資
導
入
を
熱
望
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
悔
は
実
際
に
大
量
的
に
導
入
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
否
で
あ
る
。

　
資
本
は
本
来
的
に
収
益
性
と
安
全
性
を
要
求
し
、
こ
の
二
条
件
の
欠
け
る
所
に
移
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
日
本
が
期
待
し
得

る
外
資
は
ア
メ
リ
カ
資
本
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
資
本
と
い
え
ど
も
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
戦
後
に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
資
本
の
輸
出
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
ｏ
「
私
的
海
本
の
純
輸
出
は
、
戦
後
年
平
均
四
億
ド
ル
見
当
に
す
ぎ
ず
、

国
家
資
本
輸
拙
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
国
家
資
本
輸
出
の
、
資
本
輸
出
総
額
中
に
占
め
る
割
合
は
、
一
九
四
六
年
八
九
劣
、
四
七
年
八

六
％
、
四
八
年
七
八
％
に
達
し
た
。
」
　
こ
の
こ
と
は
「
独
占
資
本
が
資
本
輸
出
に
伴
う
危
険
を
国
家
の
肩
に
転
嫁
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
－
…
」
に
あ
る
。
”
「
私
的
資
本
輸
出
の
独
占
化
と
、
資
本
輸
出
市
場
の
狭
あ
い
化
が
い
よ
い
よ
目
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
｝

戦
後
純
輸
出
の
七
〇
劣
以
上
が
石
油
産
業
に
向
け
ら
れ
、
ま
た
輸
出
先
は
了
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
に
と
っ
て
比
較
的
安
全
と
考
え
ら
れ

　
　
　
Ｂ
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
二
七
一
）
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四
四
（
二
七
二
）

て
い
る
申
南
米
等
に
集
申
さ
れ
て
い
る
。
」
　
側
私
的
資
本
輸
出
の
捗
態
も
変
化
し
て
い
る
。
：
…
一
九
二
九
年
寸
で
は
大
部
分
が
外

国
証
券
へ
の
投
資
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
圧
倒
的
に
直
接
投
資
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
、
…
貨
幣
資
本
の
輸
出
よ
り
も
商

品
資
本
（
特
許
権
・
石
油
等
）
の
輸
出
が
中
心
で
、
中
に
は
使
い
古
し
た
特
許
権
の
よ
う
に
商
晶
価
値
を
も
た
な
い
も
の
を
『
投
資
』

し
て
驚
く
べ
き
収
益
を
あ
げ
て
い
る
。
」
　
（
「
目
本
資
本
主
義
議
座
」
四
、
一
九
一
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
資
本
輸
出
の
特
徴
は
、

日
本
の
ア
メ
リ
カ
の
資
本
導
入
ピ
お
い
て
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
見
返
資
金
と
い
う
彩
態
に
よ
る
国
家
資
本
導
入
の

圧
倒
的
比
重
、
石
油
・
電
機
産
業
へ
の
集
中
、
さ
ら
に
使
い
古
さ
れ
た
青
写
真
に
よ
る
収
奪
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
日
太
．
は
戦
後
の
了
メ
リ
カ
世
界
政
策
に
と
っ
て
前
線
基
地
な
の
で
あ
る
。
前
線
基
地
の
持
徴
は
、
　
「
第
一
に
、
戦
争
が
は
じ
ま
る

と
直
ち
に
戦
場
に
な
る
場
所
で
あ
る
。
・
…
：
た
ん
に
、
空
襲
を
う
け
る
だ
け
で
な
く
、
ま
も
な
く
陸
較
の
戦
場
と
な
る
。
…
第
二

の
特
徴
は
・
戦
争
に
敗
け
な
く
と
も
、
戦
争
の
状
況
に
よ
っ
て
は
簡
単
に
犠
牲
に
さ
れ
放
棄
さ
れ
る
場
所
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

：
…
白
本
は
了
メ
リ
カ
の
前
線
基
地
で
あ
り
、
い
つ
放
棄
さ
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
場
所
で
あ
り
、
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
そ
の
工
場

設
備
は
ま
も
な
↑
破
壌
さ
れ
て
し
ま
う
場
所
で
あ
る
。
」
　
（
宮
川
「
現
代
貧
乏
物
語
」
六
五
－
六
頁
）
。
と
す
れ
ば
、
　
「
了
メ
リ
カ
の
金
融

資
本
が
目
本
に
長
期
に
わ
た
る
大
規
模
な
資
本
投
下
を
わ
こ
な
う
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」
　
そ
れ
を
是
非
に

と
望
ん
で
も
無
駄
な
こ
と
で
あ
り
、
お
め
で
た
い
隈
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
資
木
が
投
下
さ
れ
る
と
し
て
も
、
「
前
線
基
地
で
あ
る
日

木
に
は
・
短
期
の
資
本
か
、
収
益
が
ひ
じ
よ
う
に
大
き
く
、
し
か
も
回
収
の
見
込
が
確
実
な
ば
あ
い
か
、
ア
メ
リ
カ
の
過
剰
商
品
を

日
本
に
も
っ
て
き
て
株
式
に
換
算
す
る
ば
あ
い
か
、
政
治
上
軍
事
上
の
必
要
か
ら
ア
メ
リ
ヵ
の
国
家
が
国
家
資
金
を
貸
す
ば
あ
い
か
、

で
な
け
れ
ば
・
日
本
に
は
大
規
模
な
汁
資
は
は
い
っ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
が
前
線
基
地
で
あ
る
こ
と
の
当
然
の
結

果
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
、
六
六
－
八
頁
）
。



　
働
　
火
力
借
款
の
屈
辱
的
性
格
。
昨
年
九
州
・
申
部
・
関
西
の
電
力
会
杜
が
火
力
発
電
所
の
設
備
を
ア
メ
リ
カ
の
ゼ
ネ
ヲ
ル
・
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
と
ウ
ヱ
ス
テ
ィ
ソ
グ
ハ
ゥ
ス
会
杜
か
ら
買
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
資
金
を
開
銀
を
通
じ
て
世
界
銀
行
か
ら
借
入

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
借
款
交
渉
が
九
月
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
条
件
の
過
酷
さ
に
政
府
も
巨
銀
も
驚
き
、
資
本
家
も
国
辱
的

だ
と
噴
激
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
　
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
は
当
時
の
状
況
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
　
「
世
界
銀
行
か
ら
の
火
力
借
款

四
〇
二
〇
万
ド
ル
は
、
調
印
寸
前
に
な
っ
て
義
務
条
項
の
厳
し
さ
が
暴
露
さ
れ
、
世
論
の
反
撃
を
食
っ
た
政
府
は
条
件
緩
和
を
再
交

渉
し
て
い
る
。
し
か
し
…
三
結
局
は
苛
酷
な
条
件
を
甘
受
す
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
は
安
易
な
外
資
万
能
思
想
へ
の
貴
重

な
警
告
を
与
え
、
吉
田
内
閣
の
一
枚
看
板
た
る
外
資
導
入
政
策
へ
の
不
信
を
招
き
、
政
府
の
屋
台
骨
ま
で
揺
す
こ
と
に
な
り
そ
う
な

重
大
事
件
で
あ
る
。
…
…
一
万
田
総
裁
は
か
た
く
腕
を
組
ん
で
深
刻
が
り
、
宮
嶋
政
策
委
員
は
当
り
散
ら
し
、
他
の
政
策
委
員
も
そ

れ
ぞ
れ
顔
色
を
変
え
る
」
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
無
理
も
な
い
話
で
あ
る
。
昨
年
八
月
八
四
五
百
万
ド
ル
あ
っ
た
外
貨
に
は
殆
ん
ど
利
子
が
つ
か
な
い
の
に
、
僅
か
四
〇
・
二
百
万
ド

ル
の
火
力
借
款
に
は
五
分
の
利
子
が
つ
く
。
し
か
も
そ
の
世
界
銀
行
は
日
本
も
二
億
五
千
万
ド
ル
出
資
し
て
い
る
銀
行
で
あ
る
。
さ

ら
に
そ
の
担
保
が
厳
重
で
あ
っ
て
、
そ
の
返
済
に
は
目
本
政
府
が
保
証
し
、
日
本
銀
行
の
地
下
室
に
あ
る
金
の
延
棒
ま
で
担
保
に
入

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
開
銀
は
「
米
国
と
の
経
済
協
力
体
制
確
立
」
の
た
め
軍
需
産
業
の
基
礎
を
培
養
す
る
任
務
を
負
う
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
経
済
協
力
と
は
い
え
実
質
は
、
屈
辱
的
な
も
の
で
し
か
あ
り
得
な
い
こ
と
を
火
力
借
款
は
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

　
）
　
１
．
　
　
　
（

畑
．
開
発
銀
行
と
民
間
銀
行
と
の
対
立
拾
工
び
オ
ー
、
ハ
ー
・

ロ
ー
ン
解
消
策

市
中
銀
行
と
の
対
立
点
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
開
銀
の
目
的
は
開
銀
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

目
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
二
七
三
）

開
銀
は
長
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四
六
（
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四
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期
資
金
の
供
給
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
経
済
の
再
建
及
び
産
業
の
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
一
般
の
金
融
機
関
の
行
う
金
融
を
補
充

し
、
ま
た
は
奨
励
す
る
こ
と
に
あ
る
。
然
し
同
時
に
、
開
銀
は
復
興
金
融
金
庫
経
営
ｏ
経
緯
に
鑑
み
、
機
構
的
に
は
独
立
の
特
殊
金

融
機
関
と
し
て
、
個
々
の
貸
付
等
に
つ
い
て
は
、
健
全
金
融
の
方
針
を
堅
持
し
て
、
銀
行
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
そ
の
決
定

を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
般
金
融
機
蘭
の
金
融
を
補
充
す
る
と
い
う
一
面
と
健
全
金
融
の
方
針
と
い
う
他
面

と
が
・
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
行
く
か
、
ま
た
さ
れ
得
る
も
の
か
に
間
題
が
あ
る
。

　
開
銀
は
政
府
銀
行
と
し
て
、
一
般
金
融
機
関
の
金
融
を
補
充
す
る
と
い
う
目
的
を
中
心
に
し
て
行
動
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に

そ
れ
に
徹
底
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
収
益
が
少
な
い
か
ま
た
は
将
来
に
対
し
て
安
全
性
の
乏
し
い
企
業
に
対
し
て
も
、
国
家
の
必
要
の

た
め
に
融
資
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
融
資
の
健
全
性
に
反
比
例
す
る
。
然
し
融
資
の
健
全
性
を
申
心
と
し
て
行
動
す
れ
ば

一
般
金
融
機
関
の
金
融
を
補
充
す
る
と
い
う
町
的
は
狭
め
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
融
資
の
健
全
性
を
追
求
す
れ
ば
、
そ
れ
は

民
尉
銀
行
の
融
資
対
象
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
国
家
資
金
を
貸
付
資
金
と
し
、
利
潤
追
求
を
目
的
と
し

な
い
開
銀
に
と
っ
て
は
、
開
銀
の
資
金
コ
ス
ト
は
民
間
銀
行
の
そ
れ
よ
り
も
逢
か
に
安
く
有
利
と
な
り
、
民
間
銀
行
の
対
抗
し
得
る

も
の
で
は
な
い
。

　
開
銀
は
国
家
銀
行
で
あ
る
か
ら
収
益
を
あ
げ
る
事
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。
開
銀
貸
付
資
金
は
資
金
連
用
部
そ
の
他
か
ら
の
借
入

金
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
国
家
資
金
で
あ
る
か
ら
コ
ス
ト
は
借
入
金
を
除
け
ば
零
で
あ
り
、
借
入
金
を
含
め
て
も
極
め
て
安
い
。
然
し

開
銀
と
い
え
ど
も
経
費
（
人
件
費
一
物
件
費
）
と
し
て
○
・
五
％
、
貸
倒
準
備
と
し
て
○
・
七
％
、
そ
の
他
積
立
金
と
し
て
○
．
七
劣

が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
最
低
一
・
二
％
乃
至
一
・
九
劣
は
経
費
率
と
し
て
見
ね
ば
な
ら
な
い
（
エ
コ
ノ
、
、
二
入
卜
、
二
八
ニ
ヘ
．

一
日
号
）
。
そ
れ
に
借
入
金
に
対
す
る
利
子
が
考
庸
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
貸
付
総
額
に
対
す
る
比
率
に
よ
っ
て
異
っ
て
く



る
。
そ
れ
に
し
て
も
民
間
銀
行
の
資
金
コ
ス
ト
に
比
較
す
れ
ぱ
極
め
て
安
く
、
そ
れ
を
武
器
と
し
て
健
実
性
を
求
め
て
進
出
す
れ
ば
、

民
間
銀
行
の
対
抗
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

　
の
　
オ
ー
バ
ー
．
ロ
ー
ソ
解
消
間
題
と
開
銀
。
敗
戦
後
の
冒
本
資
本
主
義
弱
体
化
の
申
で
、
復
興
金
融
金
庫
は
国
民
の
犠
牲
に
よ

る
イ
ソ
フ
レ
資
金
を
も
っ
て
大
量
的
に
長
期
産
業
資
金
を
極
め
て
大
担
に
供
給
し
、
独
占
資
本
に
奉
仕
し
て
来
た
。
そ
れ
が
ド
ッ
ジ
一

ラ
ィ
ソ
に
よ
っ
て
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
目
銀
貸
出
が
利
用
さ
れ
、
年
序
急
遠
に
増
大
し
、
そ
れ
は
通
貸

増
発
と
な
り
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
推
進
力
と
な
っ
た
。
民
間
銀
行
は
資
金
を
日
銀
貸
出
に
迎
い
て
貸
出
を
行
い
、
か
く
し
て
預

金
と
貸
出
の
均
衡
は
完
全
に
破
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
日
銀
貸
出
を
最
も
大
量
的
に
引
出
し
た
の
は
財
閥
銀
行
で
あ
り
、
彼
等
は
そ
れ

を
傘
下
の
軍
需
基
礎
産
業
に
投
下
し
、
イ
ソ
フ
レ
に
悩
む
大
衆
を
よ
そ
に
、
日
本
経
済
の
従
属
的
軍
事
化
を
進
め
、
し
か
も
巨
大
な

利
潤
を
貧
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
然
し
か
か
る
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
の
状
態
が
矛
盾
な
く
行
わ
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ソ
問
題
と
し
て
盛
ん
に
論
議

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
昨
年
池
田
氏
の
渡
米
の
際
、
こ
の
間
題
の
解
消
策
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
と
了
解
が
つ
き
、
こ
の
池
田
案
を
め
ぐ

っ
て
論
議
さ
れ
た
。
本
年
二
月
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ソ
解
消
に
つ
い
て
の
大
蔵
省
案
が
日
銀
政
策
委
員
会
で
説
明
さ
れ
た
。
オ
ー
バ
ー
一

ロ
ー
ソ
解
消
措
置
要
綱
（
大
蔵
省
案
）
の
う
ち
開
銀
に
関
係
あ
る
部
分
だ
け
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
ｏ
オ
ー
バ
ー
一
ロ
ー

ソ
解
消
の
た
め
の
財
源
Ｈ
政
府
が
日
銀
に
売
っ
た
外
貨
（
主
と
し
て
ド
ル
）
。
伽
政
府
は
右
売
却
代
金
（
円
貨
）
の
う
ち
か
ら
、
外
為

特
別
会
計
の
日
銀
借
入
金
を
返
し
た
残
り
二
〇
〇
〇
億
円
を
産
業
提
資
特
別
会
計
に
入
れ
る
。
側
産
特
会
計
か
ら
一
九
〇
〇
億
円
を

開
銀
わ
よ
び
長
期
信
用
銀
行
・
日
木
興
業
銀
行
に
、
五
〇
〇
億
円
を
輸
出
入
銀
行
に
貧
付
け
る
。
側
開
銀
に
貨
付
け
ら
れ
た
資
金
は
・

別
勘
定
で
次
の
通
り
運
営
さ
れ
る
。
（
ａ
）
開
銀
か
ら
市
中
銀
行
に
預
託
、
市
中
銀
行
は
そ
の
預
託
金
で
目
銀
借
入
金
を
返
す
（
預
託

　
　
　
巳
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凪
七
（
二
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
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（
第
三
巻
・
第
三
号
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．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
二
七
六
）

金
の
限
度
は
市
申
銀
行
の
設
備
墓
お
よ
び
長
期
運
警
金
琶
の
う
言
銀
借
入
金
の
残
高
に
見
合
う
分
。
一
。
一
預
託
期
間
は
原

則
と
し
て
三
年
と
す
る
・
一
・
一
預
託
金
の
利
率
は
銀
行
に
よ
つ
て
区
別
せ
ず
、
年
七
分
五
厘
と
す
る
一
預
託
を
受
け
る
全
銀
行
の
返

済
す
書
銀
借
入
金
の
平
均
利
率
一
。
た
だ
し
預
託
金
で
蛋
に
別
口
外
貨
貸
付
を
返
す
時
は
、
別
口
の
利
率
と
同
一
と
す
る
。
産

特
会
計
か
ら
開
銀
に
対
す
る
貸
付
利
息
は
七
分
程
度
と
す
る
。
一
・
一
商
エ
中
金
お
よ
び
両
長
期
信
用
銀
行
も
市
申
銀
行
と
同
じ
事
惜

が
あ
る
場
合
は
・
市
中
銀
行
並
に
開
銀
か
ら
預
託
を
受
け
得
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
オ
ー
バ
ー
。
口
↓
解
消
に
つ
い
て
開
銀
が
重
要

な
役
割
を
荷
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
成
程
、
こ
れ
が
実
施
さ
れ
ぱ
形
式
的
に
は
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ソ
は
解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
彩
式
的
で

あ
っ
て
・
オ
ー
バ
ｉ
．
ロ
ー
ソ
を
生
ぜ
し
め
た
基
盤
で
あ
る
同
本
経
済
に
お
け
る
長
期
資
本
蓄
積
の
狭
隆
性
が
克
服
さ
れ
て
い
な
い

限
り
・
根
木
的
解
決
へ
は
一
歩
も
進
ん
で
い
な
い
。
然
し
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
こ
の
オ
ー
バ
ー
．
ロ
ー
ソ
解
消
案
が
独
占
資
本
に
と

つ
て
・
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
発
案
者
た
ち
の
意
図
は
却
つ
て
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
は
充
分

に
実
現
し
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
開
銀
に
よ
る
市
中
銀
行
設
備
融
資
の
肩
代
り
は
石
炭
．
鉄
鋼
．
海
運
」
、
電
力
の

四
大
重
点
産
業
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
で
か
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
つ
て
市
申
銀
行
は
焦
付
融
資
を
開
銀
に
肩
代
り
さ
せ
る
こ
と
が

崇
・
他
方
開
銀
は
基
幹
嚢
に
対
す
る
鷲
馨
を
お
さ
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
軍
事
生
産
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
が
容
易
に
な

る
・
…
…
以
上
の
よ
う
に
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ソ
解
消
案
は
恐
慌
に
よ
る
焦
付
融
資
を
救
済
す
る
と
同
時
に
信
用
統
制
の
手
段
を
導
入

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
・
」
　
（
「
口
本
経
済
四
季
報
」
三
、
四
八
頁
）
。
か
く
し
て
開
発
銀
行
は
オ
ー
バ
ー
．
ロ
ー
ソ
解
消
策
の
実
施
を
通

じ
て
・
菰
々
目
木
経
済
の
従
属
化
と
軍
事
化
の
た
め
に
偉
力
を
発
揮
す
る
も
．
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。



皿
、
開
発
銀
行
融
資
と
汚
職

）１（額資融別期の船造画計

疑
獄
台
風
の
眼
。
　
「
疑
獄
台
風
の
眼
は
、

開
発
銀
行
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
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【
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１
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船槽油期後次９

０
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）号日３１■３●９２，トス

、
～
、

ノコエ（

日
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
地
位
と
役
割

　
　
　
　
　
　
　
造
船
資
金
の
約
半
分
は
、
国
家
の
金
　
　
っ
ま

り
税
金
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
各
会
杜
に
放
出
レ
た
窓
口
が
ほ
か
な

ら
ぬ
開
銀
だ
っ
た
の
だ
」
、
　
ま
た
「
造
船
疑
獄
に
み
ら
れ
る
ご
と

く
、
水
増
し
船
価
と
法
外
な
リ
ベ
ー
ト
に
よ
つ
て
、
汚
職
の
基
盤

を
つ
く
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
開
銀
は
も
は
や
不
正
事
件
の
製
造

機
関
に
な
り
下
っ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る

（
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
二
九
．
三
．
一
三
昌
号
）
。
最
近
は
疑
獄
の
洪
水

で
あ
り
、
国
鉄
疑
獄
・
保
全
会
撰
獄
・
目
殖
疑
獄
等
夫
、
さ
ら
に
地

方
の
小
さ
な
疑
獄
を
加
え
た
ら
数
え
切
れ
な
い
程
で
あ
る
。
そ
れ

に
連
座
す
る
と
予
想
さ
れ
る
者
も
ま
た
多
数
に
上
り
、
現
閣
僚
の

相
当
数
が
麗
係
あ
り
と
見
ら
れ
て
わ
り
、
保
守
系
議
員
で
全
く
潔

白
な
者
は
殆
ど
な
い
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
疑
獄
の
嵐
の

中
で
最
も
犬
き
な
も
の
は
造
船
疑
獄
で
あ
り
、
そ
の
造
船
凝
獄
の

台
風
の
眼
が
開
発
銀
行
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、
以
上
、
開
発
銀

行
と
造
船
疑
獄
と
の
関
係
を
無
祝
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
二
七
七
）



　
　
　
立
命
館
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五
〇
（
二
七
八
）

　
”
　
造
船
融
資
と
開
発
銀
行
。
米
目
独
占
資
本
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
建
は
、
ま
ず
電
力
．
海
蓮
．
鉄
鋼
．
石
炭
．
化
学
工
業
と
．

い
う
軍
需
基
礎
産
業
の
確
立
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
造
船
海
運
は
そ
の
重
要
部
門
で
あ
つ
て
、
資
材
面
と
資
金
面
と
も
非
常
な

援
助
が
行
わ
れ
た
。
敗
戦
後
の
造
船
は
計
画
的
に
行
わ
れ
、
第
一
次
造
船
計
画
か
ら
現
在
ま
で
に
第
九
次
造
船
計
画
に
至
り
、
そ
の

間
に
三
六
四
隻
・
一
八
五
万
七
千
ト
ソ
を
完
成
し
た
。
そ
の
資
金
は
殆
ん
ど
常
に
海
運
会
杜
の
自
己
資
金
に
よ
ら
ず
、
す
べ
て
を
外

●

）月
　
２

　
年

分
２
９

度
は

年
高

２
８
残

（
、

額予猶び及給補子禾の杜会船要主

上
予

猶子

同
利資融銀開

対
給

に
補

資
子

融
利

中
る

０７１９０１，５３２２

一
〇

２ユ６４７，３３３１

市
す
円

　
万

額
百
２
８
３
３

総
　
＾
Ｏ

資
　
１
０
７
，

融
　
　
船
船

　
　
郵
商

　
　
本
阪

　
　
日
　
大

９
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９
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７
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５
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ｚ

船
運

汽
海

崎
野

い
　
坂

－
－
ノ
　
　
　
ｆ

６
８８４０，２５１１２２９み船汽産日

９
９８

Ｆ
ｏ

９，２４２１６２５ム運海邦東
十

５
９３６７，１９

（
ｏ

１６６６，５船汽本相

↓
モ

７００，１８０２，０３９７３，１７４６，２６計社
１
０

　
部
借
入
資
金
に
依
存
し
た
。
こ
の
外
部
資
金
の
借
入
先

　
は
開
銀
と
市
中
銀
行
で
あ
る
が
、
第
六
次
計
画
造
船
か

　
ら
篤
九
次
ま
で
の
分
を
見
る
と
、
毎
回
開
銀
と
市
中
銀

）
行
と
の
比
卒
は
異
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
総
計
で
は
開

号目３ユ●３
●９２，

、

１
、

フ
、
くノコエ（

銀
四
六
％
、
市
中
銀
行
五
四
劣
と
な
っ
て
お
り
、
開
銀

の
融
資
総
額
は
七
一
一
億
円
の
巨
額
に
上
っ
て
い
る
。

第
十
次
以
降
昭
和
三
十
二
年
度
の
第
十
三
次
計
画
造
船

ま
で
の
一
二
〇
万
ト
ソ
に
つ
い
て
、
政
府
は
今
ま
で
と

同
様
の
比
率
で
資
金
供
給
を
続
け
る
計
画
で
あ
る
と
い

う
。
計
画
造
船
融
資
に
わ
け
る
開
銀
の
地
位
は
極
め
て

大
き
い
。

　
剛
　
計
画
造
船
融
資
の
特
典
、
米
日
独
占
蜂
本
に
と

っ
て
海
運
の
拡
充
は
重
要
か
つ
緊
急
の
問
題
で
あ
る
が
故
に
、
国
家
資
金
を
充
分
に
供
給
す
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
各
種
の
保
護



が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
利
子
補
給
で
あ
っ
て
、
市
申
銀
行
か
ら
の
融
資
に
対
し
て
は
利
子
が
補
給
せ
ら
れ
、
五
三
年
度
に
は

十
杜
だ
け
で
も
二
二
億
七
九
百
万
円
に
上
っ
た
。
第
二
に
開
銀
融
資
に
対
す
る
利
子
支
払
猶
予
で
あ
っ
て
、
五
三
年
度
に
は
十
杜
だ

け
で
も
一
〇
億
七
百
万
円
に
上
っ
た
。
さ
シ
に
第
三
に
開
銀
融
資
に
つ
い
て
は
期
限
の
き
た
元
本
償
遺
を
猶
予
す
る
措
置
が
と
ら
れ

て
お
り
、
今
国
会
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
土
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
約
二
〇
〇
億
円
の
要
償
還
額
に
対
し
て
、
返
済
さ
れ
た
の
は
僅

か
に
三
〇
億
円
に
過
ぎ
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
う
。

　
側
　
造
船
騒
資
と
疑
獄
。
計
画
造
船
融
資
に
は
こ
れ
だ
け
の
特
典
が
与
え
ら
れ
て
奨
励
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
融
資
獲
得

の
運
動
が
行
わ
１
れ
な
い
筈
が
な
い
。
し
か
も
、
そ
こ
に
は
運
動
を
効
果
的
た
ら
し
め
る
条
件
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
運
動

に
要
す
る
資
金
は
特
典
に
よ
っ
て
造
船
会
杜
は
巨
大
な
利
潤
を
得
つ
っ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ち
に
政
治
へ
の
働
き
か
け
を
す
る
た

め
に
各
造
船
会
社
と
も
政
界
財
界
の
有
力
者
を
重
役
に
配
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
擬
獄
が
起
ら
な
け
れ
ば
却
っ
て
不

思
議
で
あ
る
。

　
第
一
に
融
資
獲
得
の
た
め
の
運
動
が
効
果
を
あ
げ
得
る
条
件
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
興
銀
調
査
部
次
長

立
花
氏
は
い
う
、
「
漸
次
開
銀
融
資
が
補
助
金
的
性
格
を
強
め
て
来
た
こ
と
は
、
箪
ろ
金
融
べ
ー
ス
の
立
場
を
堅
持
す
る
上
に
お
い

て
は
障
害
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
は
、
業
種
聞
の
資
金
配
分
は
資
金
枠
の
設
定
で
可
能
で
は
あ
る
が
、
同
一
業
種
間
へ

の
資
金
配
分
の
決
定
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
困
難
な
ら
し
め
、
：
：
：
金
融
べ
ー
ス
を
離
れ
て
、
国
家
的
必
要
性
と
い
う
抽
象
的
基
準
に

依
存
す
る
と
い
っ
て
も
、
果
し
て
企
業
の
収
益
性
を
措
い
て
客
襯
的
・
合
理
的
に
国
家
的
必
要
性
を
決
定
し
得
る
や
否
や
に
間
題
が

あ
る
し
、
復
金
融
資
に
つ
い
て
検
討
し
た
如
き
政
治
の
介
入
の
可
能
性
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
、
二
九
二
：
一
七

肝
号
）
。
と
。
造
船
融
資
に
つ
い
て
い
え
ば
、
船
主
の
決
定
権
が
直
接
政
府
に
あ
る
以
上
、
復
金
と
同
様
に
、
融
賓
運
動
が
疑
獄
へ
発

　
　
　
日
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
二
七
九
）



’

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
二
八
○
）

展
す
る
条
件
は
充
分
に
も
っ
て
い
る
。

　
新
二
に
、
造
船
会
杜
は
各
種
の
援
助
に
よ
っ
て
相
当
の
収
益
を
あ
ｖ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
上
場
三
四
杜
の
営
業
総
収
入
（
売
上
高
）

を
み
る
と
・
二
五
年
九
月
決
算
期
に
比
べ
て
二
六
年
九
月
決
算
期
は
四
倍
半
に
上
昇
し
、
‘
二
七
年
九
月
期
に
は
三
割
増
加
し
、
二
八

年
九
月
期
に
は
四
二
〇
億
円
に
上
っ
た
。
対
払
込
資
本
金
利
益
率
一
〇
割
以
上
の
会
杜
、
三
割
以
上
の
高
率
配
当
を
す
る
会
杜
が
相

当
あ
っ
て
海
運
ブ
ー
ム
を
出
現
し
た
が
、
そ
れ
は
国
家
的
保
護
の
結
果
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
商
業
採
算
を
度
外
視
し
た
経
営

が
行
わ
れ
、
法
外
な
リ
ベ
ー
ト
、
贈
賄
、
政
治
献
金
も
行
わ
れ
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
・
政
治
的
運
動
が
効
果
を
あ
げ
得
る
条
件
が
あ
り
、
そ
の
運
動
資
金
を
充
分
に
持
っ
海
運
会
杜
は
、
政
界
財
界
の
有
力
者

を
重
役
と
し
て
運
動
を
一
層
効
果
的
に
し
よ
う
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
新
目
本
汽
船
杜
長
山
県
勝
見
（
白
由
党
二
兀
大
臣
）
、
新
目

本
海
運
重
役
大
野
伴
睦
（
自
由
党
・
大
臣
）
、
同
松
島
喜
作
（
自
由
党
）
、
同
有
田
二
郎
（
自
由
党
）
、
太
平
洋
海
運
杜
長
小
笠
原
三

九
郎
（
自
由
党
・
大
臣
）
、
播
磨
造
船
会
長
横
尾
寵
（
自
由
党
・
元
大
臣
）
、
三
光
汽
船
杜
長
河
本
敏
夫
（
改
進
党
）
、
東
邦
海
運
重
役

崎
山
恒
（
緑
風
会
）
等
序
無
数
で
あ
る
。
疑
獄
発
生
の
条
件
は
充
分
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
開
銀
資
金
は
既
に
述
べ
た
如
く
、
国

民
の
汗
と
血
の
結
晶
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
資
金
が
少
数
の
海
運
大
資
本
に
特
典
を
を
っ
　
１
て
融
資
さ
れ
、
海
運
会
杜
は
尤
大
な
利
潤

を
獲
得
し
、
そ
れ
を
リ
ベ
ー
ト
、
贈
賄
、
政
治
献
金
に
浪
費
し
、
政
治
を
腐
敗
せ
し
め
つ
つ
あ
る
の
が
現
在
の
目
本
の
姿
で
あ
り
、

そ
の
資
金
の
申
枢
機
関
と
な
っ
て
い
た
の
が
日
本
開
発
銀
行
で
あ
る
。

Ｘ
．
結

語

■

目
本
開
発
銀
行
は
、
米
日
独
占
資
本
の
要
求
に
し
た
が
い
、

同
本
経
済
を
従
属
化
し
軍
事
化
す
る
た
め
に
、
軍
需
基
礎
産
業
を
強



化
拡
大
す
る
た
め
に
、
目
銀
・
長
期
信
用
銀
行
・
輸
出
入
銀
行
そ
の
他
の
国
家
金
融
機
関
と
、
さ
ら
に
財
閥
的
巨
大
銀
行
と
連
繋
し

な
が
ら
、
そ
れ
に
必
要
な
資
金
供
給
と
い
う
任
務
を
遂
行
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
Ｍ
Ｓ
Ａ
再
軍
備
体
制
進
展
の
申
で
、
益
々
開
銀
の
任

務
は
重
大
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
伴
う
て
申
小
企
業
は
破
滅
し
、
国
民
大
衆
は
窮
乏
化
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
開
銀
融
資
を
め
ぐ
る
腐
敗
も
拡
大
深
化
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
開
発
銀
行
の
今
後
は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
目
本
経
済
の

従
属
化
・
軍
事
化
・
窮
乏
化
・
腐
朽
化
・
堕
落
化
の
一
指
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

●

日
本
信
用
体
釆
に
お
け
る
国
家
的
貸
付
資
本
の
地
位
と
役
割

五
三
（
二
八
一
）


